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広島県芸北町のキノコ類

川 上 嘉 章

広島県東広島地域事務所

Mushroom FIora in Geihoku-cho, Hiroshima prefecture

Yosh iak i KAwAKAMI

Higashi.Hiroshima Regional Office, Higashi.Hiroshima 739-0014

Abstract: The mushroom flora of Geihoku-cho was surveyed lO times during l993 to l999 As a

result, 222 species belonging to 43 families were identified

◎2002 Geihoku-cho Board of Education. AII rights reserved.

は じ め に

広島県内での野生キノコの目録は，帝釈峡とその周辺(栃木1987) ,広島市(桑田1988, 2000) ,
牛田山（山手1988)，廿日市市（山手1994)，熊野町（川上1996)，県立緑化センター（広島県
緑化センター1999）など，県南部のアカマツ林地帯の記録が多く，落葉広葉樹林が多く野生き
のこの宝庫といわれる県北部の目録は，まとめられたものが少ないのが現状である．そこで，こ
れまでの採集記録を，臥竜山のある芸北町にしぼってまとめてみた．なお，それらの採集記録は，
広島きのこ同好会の活動によるものがほとんどであり，会員の活動なしには得られなかったもの
である．この場を借りてお礼申しあげたい．

さて，芸北町には落葉広葉樹が多く，食用キノコのコウタケを多く産することで知られている．
しかし，気象の影響等もあり，発生量は以前ほど多くないと聞く．そのせいか最近では価格もマ
ツタケに次いで高価になっている．このほか，店頭で売られるホンシメジ，クリフウセンタケ，
サクラシメジなどもこの芸北町で多く発生しており，野生食用きのこの宝庫であることは間違い
のないところである．芸北町としても，この恵まれた自然を守りつづけ，また，それを生かして
ほしいと願うところである．

調査は，1993年10月から1999年11月まで計9回行った．調査年月日と調査場所は以下のとおり
である．

調 査 方 法
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臥龍山
▲

緑の広場
● ／

図 1 調査地点

結果および考察
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芸北町

▲

聖山
▲

聖山

① 臥竜山（ブナ・ミズナラ林，アカマツ・コナラ林等で採集）（図1）
1993年10月10日

1995年10月1日
1996年11月23日
1997年11月8日

1998年11月7日
1999年11月6日

② 聖山（聖湖周辺）（ミズナラ林，アカマツ・コナラ林等で採集）（図1）
1998年9月19日

③ 芸北町橋山 大規模林道横緑の広場周辺（アカマツ・コナラ林，ミズナラ林等で採集）
（図1）
1996年10月1日

1997年9月26日
なお，学名および和名は今関・本郷（1987,1989）に従った．

今回の調査によって芸北町内から採集・同定されたキノコ類は，キクラゲ類が3科3種，ヒダ
ナシタケ類が15科43種 ハラタケ類が12科152種，腹菌類が8科12種，子嚢菌類が5科12種，計43



科222種であった．

本調査は，9～11月に行われたものの結果であるため，他の時期のものが含まれていない．こ
のため，まだ多くの種が未調査である可能性が高い．今後の調査に委ねたい．
芸北町のキノコの特徴の一つは，店頭で売られている野生食用きのこが大量に採集できるとい

う点であろう．その主な種類としては，コウタケ，サクラシメジ（方言名のタニワタリ，アカナ
バの名前で売られている)，クリフウセンタケ（方言名のシバカズキ，コノハカズキの名前で売
られている)，ホンシメジ，シャカシメジ（方言名のセンボンシメジの名前で売られている)，ヒ
ラタケ（○○シメジの商品名で売られている)，ナメコなどである．
採集品の中で，広島県内で採集例が少ないと思われる種類など12種について解説したい．

クチキトサカタケ（ズキンタケ科）
やや緑がかった塊状のキノコで，ブナの倒木樹幹上に発生し，日本特産種，1属1種の菌であ

る．

シラウオタケ（シロソウメンタケ科）
高さ1～2 cm,幅1 mm<らいのごく小さいホウキタケの一種である．湿った朽木の表面に多数

群生するのでシラウオが群れをなして泳いでいるのを想像させる．シラウオタケが発生する朽木
の表面は常に暗緑色を呈するが，これは緑藻が繁殖するためで，両者の間に密接な生態的な関係
があるとされる．

エゾハリタケ（エゾハリタケ科）
子実体は無柄の傘が重なり合って，基部が癒合して大きな塊になる．ブナやイタヤカエデの幹

上に発生する．腐りにくく，木についたまま乾燥するが，その上に雪が積もり，その重みで一塊
となって落ち，猟師などを驚かすことがあるといわれる．
マスタケ（タコウキン科）

傘は朱紅色を帯びて華麗である．ほぼ半円形の傘が幾重にも重なり合い，全体では20～30cmに
も達する．針葉樹の幹に発生する．

ケショウシメジ（キシメジ科）
灰褐色のキノコだが，しだいに紅色を帯びてきて，まるで化粧をしたような色になるのでこう

命名された．
ツキヨタケ（キシメジ科）
ブナ，イタヤカエデなどの枯れ幹に多数重なり合って発生し，ひだの部分は暗中で青白く発光

する．有毒菌だが，シイタケなどと似たところがあり，日本で最も中毒例が多いキノコとなって
いる．柄の肉の内部が暗紫色になるところが他のキノコとの大きな区別点となる．
ムキタケ（キシメジ科）

表皮がむけやすいところからこの名がついている．ブナ，ミズナラなどの枯れ幹に多数重なり
合って発生し，広く食用にされているが，前述の毒菌ツキヨタケと混生することがあるので注意
が必要である
ウスキブナノミタケ（キシメジ科）

傘は1cmに満たない黄色の可憐なキノコである．キノコを採集すると，根元には必ずブナの堅
果がついてくる．
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クロフチシカタケ（ウラベニガサ科）
傘の表面はセピア色で独特の模様がある．ひだの縁部は暗褐色にふちどられているのでクロフ

チという名がついている．針葉樹の倒木，おがくずなどに発生する．
ナガエノスギタケ（フウセンタケ科）
地中のモグラ類の巣付近の排泄所跡から発生することが知られている．アンモニア菌と呼ばれ

ている．柄の根元は細くなって排泄所跡まで伸びている．
アカヒダササタケ（フウセンタケ科）
傘の表面は黄褐色でごく普通に見られる種類のように見えるが，傘の裏のひだを見ると血赤色

をしているのでアカヒダという名がつけられた．

タマウラベニタケ（イッポンシメジ科）
子実体は，普通に見られるキノコの形をしたもののほかに，しばしばだんご状のかたまりにな

る．これは，別種のキノコであるナラタケ菌が寄生し，奇形になったものとされている

広島県芸北町のキノコ類目録

Ascomcotina 子嚢菌亜門

Discomycetes 盤菌綱
H elotiales ビョウタケ目
Leoti ac eae ズキンタケ科

（ズキンタケ属）
Lgo"α〃Il)"cLz (Scop,) Pers : Frf・"b"cαズキンタケ
臥竜山(1995)

（ニカワチャワンタケ属）
jV@06"jg(z"(z "" (Fr) Petrak ニカワチャワンタケ（ゴムタケモドキ）
臥竜山（1993,1996,1997,1998,1999）
（クチキトサカタケ属）

A s c o c /α ” " " ” ”加塊O t a n iクチキトサカタケ

臥竜山(1993, 1999)

（ロクシヨウグサレキン属）
C"010cj60"ααe1""g"'os(z (Fr) Seaver ex Ram. et al.ロクショウグサレキン
臥竜山(1995)
（ビョウタケ属）

BiSj)0 1忽"αci"'" (Batsch) Korf et alビヨウタケ
臥竜山（1998）

B.s拠脚" (Quel ) Carp モエギビョウタケ
臥竜山(1995)

P e z i z a l e s チャワンタケ目

P e z i z a c e ae チャワンタケ科
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（チャワンタケ属）
Pez吃α秒esic"Jostz Bull オオチャワンタケ

臥竜山（1996,1998,1999）
Pyron ematac eae ピロネマキン科
（ヒイロチャワンタケ属）

Alel j"q " ' ' " ' " " (Fr.) Fuckelヒイロチャワンタケ

臥竜山（1999)，緑の広場(1996)
Pyrenomyc etes 核菌綱
Clavicipitales バッカクキン目
Clavicipitaceae バッカクキン科
（冬虫夏草属）

Q'tjyceps so加耽畑(Hill) Berk. et Br.セミタケ
臥竜山（1995）

C"" "α"s (Vu i l l . ) F r.サナギタケ
臥竜山（1996）

（イサリア属）
1Sα流αj"o1"" Yasuda ハナサナギタケ
臥竜山（1996）

Xylariales クロサイワイタケ目
Xylariaceae クロサイワイタケ科
（マメザヤタケ属）

幼I(z"q lO j"woゆんα(Pers.) Grev.マメザヤタケ
臥竜山（1996）

Basidiomycotina 担子菌亜門
H eterobasidiomycetes 異型担子菌綱
Tr eme l l a l e s シロキクラゲ目

Tremellaceae シロキクラゲ科
（シロキクラゲ属）

T"伽e"α〃jαc" Pers. : Fr.ハナビラニカワタケ
臥竜山(1993, 1995, 1998) ,緑の広場(1996)

Aur icu la r i a l es キクラゲ目

Auriculariaceae キクラゲ科

（キクラゲ属）
A """"α"αα拠流c"α(Hook.) Underw キクラゲ
臥竜山（1996）

Exidiaceae ヒメキクラゲ科

（ヒメキクラゲ属）
鰍j〃α抄""(zss(z Lloyd タマキクラゲ
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臥竜山（1995,1996）

E u basiomycetes 真正担子菌綱
Hym enomycetidae 帽菌亜綱
Aphyllophorales ヒダナシタケ目
Lentinellaceae ミミナミハタケ科

（ミミナミハタケ属）
L〃'"”e""S  Sp

臥竜山（1995）
Cantharellac eae アンズタケ科

（クロラッパタケ属）
C""2池"郡s ""0c01"伽s Bigejow トキイロラッパタケ

緑の広場(1997)
C. cornucopioides (L : Fr) Pers.クロラッパタケ
臥竜山（1993)，緑の広場（1997）
（アンズタケ属）

Ca”/z“修"郡s cib(z""s F1･.アンズタケ

緑の広場（1997）
Clavariaceae シロソウメンタケ科

（シラウオタケ属）
MMI"cJ""" ",,'ci" (Fr.) Peteren シラウオタケ

臥竜山（1993,1995）
Ramariaceae ホウキタケ科

（ホウキタケ属）
Ra'""[z botwiy"s (Pers.) Rickenホウキタケ
臥竜山（1995)，緑の広場(1996, 1997)

R.jb""os(z (Fr.) Quelハナホウキタケ
緑の広場（1996,1997）

R. " " " (Fr ) Que lコガネホウキタケ

緑の広場(1996)

R,伽"α(Fr) Quelキホウキタケ
臥竜山（1993)，緑の広場（1997）

Clavulinaceae カレエダタケ科

（カレエダタケ属）
αα"'I"''(z c"s"" (Fr) Schroet.カレエダタケ

緑の広場（1997）
Stereac eae ウロコタケ科

（カタウロコタケ属）
Xvﾉ060"↓s sbe"b"e (Klotz.) Boiden モミジウロコ麺,I060"↓s SPe"b"e (Klotz.) Boidenモミジウロコタケ
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臥竜山（1998）
M eruliaceae シワタケ科
（シワタケ属）

M2"'"'!s t'w"e"0s"s (Schrad : Fr.)シワタケ
臥竜山（1996）

Hyd naceae カノシタ科
（カノシタ属）

Hyd" ' " " ?" " ' " "z L : Frカノシタ
臥竜山(1993, 1995, 1996, 1998)

H ""z"？〃L. : Fr. val- . album シロカノシタ

臥竜山（1993,1995）
S parassid ac eae ハナビラタケ科
（ハナビラタケ属）

Sﾒ)""sis c""" Wulf. : Fr ハナビラタケ
聖山（1998）

Climacodontaceae エゾハリタケ科

（エゾハリタケ属）

C","αco(io,0 s"",,"o""s (Fr.) Karstエゾハリタケ
臥竜山（1995）
（ブナハリタケ属）

Mycoj“jり"0"oidesα"cMso"" (Berk ) Maas G ブナハリタケ
臥竜山(1993, 1995, 1996, 1997, 1998, 1999)

Thelephoraceae イボタケ科
（コウタケ属）

Sα,℃0.0"sca6ms“s(Fr.）Karstケロウジ

臥竜山（1995)，緑の広場（1997）
S. "sPl"!s (Berk.) S. Itoコウタケ
臥竜山（1995,1999）

Scutig eraceae ニンギョウタケモドキ科
（ニンギョウタケモドキ属）

Aﾉ6“形""s co""Z'ews (A. et S. : Fr.) Kotl et Pouz.ニンギョAﾉb"形"郡s co"/Z"27zs (A. et S. : Fr.) Kotl et Pouz.ニンギョウタケ

緑の広場（1996）

A. diSP(zws'!s (Lloyd ) Canf. et Gilbn.コウモリタケ
臥竜山（1995）

Polyporace a e タコウキン科
（タマチョレイタケ属）

Po"0"Isα施拠Iαγ"s Batsch. : Fr.アミスギタケ
臥竜山（1998）
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（オッネンタケモドキ属）
Pり卯o""''s b(z(Zjl's (Pers : S. F. Gray ) Imaz.アシグロタケ
臥竜山（1995,1996,1997,1998,1999）

R抄α""s (Pers. : Fr.) Karst.キアシグロタケ
臥竜山（1998）

R I)""""s (Fr) Karst､オツネンタケモドキ
臥竜山(1993, 1995, 1996, 1997, 1998, 1999)
（ツヤウチワタケ属）

M1c'"01"s "e''"ic"es (Berk) Imaz.ツヤウチワタケ
臥竜山（1996)，聖山（1998）

M /I(zje"加""is (Fr.) Kuntzeウチワタケ
臥竜山（1996）

（アイカワタケ属）
Lde"07ws s""伽"℃'Is (Fr.) Murril var l"""Zs (Jun9h.) Imaz

臥竜山(1995)

L. ""くs岬0γ‘'s (Lloyd) Imaz.ヒラフスベ
聖山（1998）
（オオオシロイタケ属）
乃'り"〃ces sq'''6"cg"s (Lloyd) Imaz.シロカイメンタケ
緑の広場（1997）
（オシロイタケ属）

O"g叩07"s tel)ん7℃le"c"s (Fr.) Gilbn. et Ryv オシロイタケ
臥竜山(1993, 1995, 1996, 1997, 1999) ,聖山(1998) ,緑の広場(1997)

（シュタケ属）
Bﾉc"OPo"!s coc""e"s (Fr) Bond et Sing.ヒイロタケ
臥竜山（1999)，聖山（1998）
（シックイタケ属）

A伽加伽e"αα呪7"""j"" (Corner) Hattori & Ryv.ダイダイヒメアミタケ
臥竜山（1996）
（ホウロクタケ属）

D(zedqjea伽ch伽s" (Berk. ex Cooke) Yasudaホウロクタケ

臥竜山(1993, 1995, 1999) ,緑の広場(1997)
（シロアミタケ属）
T↑""etes gil)bos(z (Pers.) Fr オオチリメンタケ
臥竜山(1996)
（カワラタケ属）

Co"ollLs "e'Wcol" (L : Fr) Quel.カワラタケ
臥竜山(1993, 1995, 1996) ,聖山(1998) ,緑の広場(1996, 1997)

マ ス タ ケ
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Cﾉ'"""s (Wulf. : Fr.) Quel・アラゲカワラタケ

臥竜山（1996）
C61℃"is (Berk.) Aoshi.ニクウスバタケ

緑の広場(1996)

（カイガラタケ属）
Lel@z"es l)e""" (L. : Fr.) Frカイガラタケ

臥竜山（1996,1997,1998）
（ツリガネタケ属）

助wi9s /bl"g""""s (L : Fr.) Kickxツリガネタケ
臥竜山（1996,1998）
（チャミダレアミタケ属）

DtledaﾉeOjsis t"coﾉ01' (Bull. : Fr.) Bondet Sing.チヤカイン
聖山（1998）

Ganod e rmataceae マンネンタケ科
（コフキサルノコシカケ属）

E W7'gjαα"Iα〃"(z (Pers.) Karstコフキサルノコシカケ
臥竜山（1993,1996,1998,1999)，聖山（1998）

H ym enochaetaceae タバコウロコタケ科
（カワウソタケ属）

伽0"o跡sル岬idl!s (Bull. ; Fr.) Karstヤケコゲタケ
臥竜山(1993)

Agaricales ハラタケ目
Pleurotaceae ヒラタケ科

（キヒラタケ属）
PMjotOM)sis 7"""α1,s (PerS. : Fr) Sing.キヒラタケ
臥竜山（1999）
（ヒラタケ属）

Ple"""s ost形a"s Oacq : Fr) Kummerヒラタケ
臥竜山（1993,1996,1997,1998）

R"""ol"" ' 's (Fr) Quelウスヒラタケ
臥竜山（1993,1998)，聖山（1998）
（マツオウジ属）

Le"'"'s edodes (Berk.) Sing.シイタケ
臥竜山（1993,1996,1997,1999）

Hyg rophoraceae ヌメリガサ科
（ヌメリガサ属）

lM'"/zo"Js 7"ss"ﾉα(Schaeff. :Fr.) Quelサクラシメジ
臥竜山(1995) ,緑の広場(1996, 1997)

チ ャ カ イ ガ ラ タ ケ
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Hc""Jα""s (Kalchbr) Sacc ヒメサクラシメジ
臥竜山（1995）

H " ' I ) "s"1ﾉ〃s Fl･ .コクリノカサ

臥竜山（1993,1995)，緑の広場(1997)
H c""""刎"'s (Alb et Schw : Fr.) Dumee, Grandjean et iV
臥竜山(1995) ,聖山(1998) ,緑の広場(1997)
（オトメノカサ属）

C""""ノリ"〃s l,"2,@sis (Pers : Fr) Kummerハダイロガサ
臥竜山（1993）

（アカヤマタケ属）
IM7りGy6gs"bc”"6α"'”(Hongo）Hongoヤマヒガサタケ
臥竜山（1993）

Tricholomataceae キシメジ科

（シメジ属）

勾叩ノリ""", s""" (Kawam) Hongoホンシメジ
臥竜山（1993,1998)，緑の広場（1996）

L. dec<zstes (Fr : Fr.) Sing.ハタケシメジ
臥竜山（1995)，緑の広場（1997）

L・Sy"oSpoれ"〃Hongo et Clemenson カクミノシメジ
緑の広場（1997）

L. sel""le (Fr.) Kuhn スミゾメシメジ

臥竜山（1995)，緑の広場（1997）
L.伽"oslL'" (Pers. : Fr) P. D Ortonシヤカシメジ
臥竜山(1995) ,緑の広場(1996, 1997)

L.  sp.

緑の広場(1997)

（シロタモギタケ属）
lMsizigws '""Iwo沌拠s (Peck) Bigelow ブナシメジ
臥竜山(1993, 1996, 1998, 1999)

H"""α"'ls (Bull : Fr) Kuhnシロタモギタケ

臥竜山（1997,1998）
（ヤグラタケ属）

Asjg7""07切りc"e'tioides (Bull.) Ditm : Frヤグラタケ
臥竜山(1995)
（キツネタケ属）

Lαcc(z"" jqc"" (Scop : Fr) Berk et Br.キツネタケ
臥竜山（1993,1995,1998）聖山（1998)，緑の広場（1（

L. l)icolo" (Maire) P. D Ortonオオキツネタケ

Ma i r e

(1997）

ヤ ギ タ ケ
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臥竜山(1993, 1995, 1998) ,聖山(1998) ,緑の広場(1996, |
L. ""2"lyst" (Bull.) Murr.ウラムラサキ
緑の広場（1997）

L. """20(wg"α”e(z Hongo カレバキツネタケ

緑の広場（1997）
（ツキヨタケ属）

L""te7り"IJIces "0,"c"s (Kawam) Sing.ツキヨタケ
臥竜山（1993,1995,1996,1997,1998,1999）
（カヤタケ属）

α"0Cy6g cja岬gs (Pers. : Fr) Kummerホテイシメジ
臥竜山(1995)

C  sp.

臥竜山（1999）
（ムラサキシメジ属）

L"is" '"j" (Bull : Fr.) Cookeムラサキシメジ
臥竜山（1996）
（クロサカズキシメジ属）

Pse"doc"加Cy6e Cy""伽""is (Bull : Fr.) Sing.クロサカズキシメジ
臥竜山（1995,1998）

（キシメジ属）
TricIzojo"" s"0,'"cg"", (Fr.) Kummerミネシメジ
臥竜山(1993, 1995) ,緑の広場(1997)

歪0流れぬ271s Quel.ケシヨウシメジ
臥竜山（1993,1995）

弧〃畑s"""" Kawam. ex Hongo ハエトリシメジ

臥竜山（1995)，聖山（1998)，緑の広場（1996,1997）
71 te"'Z'M (Schaeff. : Fr) Kummerクマシメジ
臥竜山（1995）

弧sゅ例'c"" (Sow. : Fr.) Quel.アイシメジ
緑の広場（1997）

弧j"o"c"" Kawamura シロシメジ
臥竜山（1993）

71 "smle (Fr. : Fr.) Kummerカキシメジ

臥竜山（1995)，緑の広場（1996）
（ナラタケ属）

A"1""α”g"α”68scg"s (Scop) Sing.ナラタケモドキ
臥竜山（1993,1995,1997）緑の広場（1997）

A "'e"" (Vahl. : Fr.) Karst.ナラタケ

- 1 1 -
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臥竜山(1993, 1995, 1997, 1998, 1999) ,聖山(1998) ,緑の広場(]
（スギヒラタケ属）

PIe"foCyl)g"α加,"ge,,s (Pers. : Fr.) Sing.スギヒラタケ
臥竜山（1995,1998,1999）聖山（1998）
（モリノカレバタケ属）

Cb"ybiq d7yop""α(Bull. ; Fr.) Kummerモリノカレバタケ
臥竜山（1999)，聖山（1998)，緑の広場（1996）

C Pe""tIz (Bolt. : Fr.) Kummerワサビカレバタケ
臥竜山（1995,1999)，聖山(1998) ,緑の広場(1996)

C  sp.

緑の広場（1996）
（ワサビタケ属）

P"'g""s se""''"s (Pers. : Fr) Kuhn.ムキタケ
臥竜山(1993, 1996, 1997, 1998, 1999)
（ツエタケ属）

O"de"z"zsig"α'"ic"(z (Relhan : Fr) Sing.ツエタケ
臥竜山(1993, 1995, 1998)

0. '"''ci" (Schrad. : Fr.) Hohnelヌメリツバタケ

臥竜山（1995）
0. w"osoﾉα伽‘"α畑(Imaz. et Toki) Imaz. et Hongoヌメリツバタケモドキ
臥竜山（1993,1995,1997,1998,1999）

0 . s p

臥竜山（1999）
（ホウライタケ属）

M " " " " s  s p .

臥竜山（1993）
（クヌギタケ属）

Mycg"" "" (Pers. : Fr.) Kum'nerサクラタケ
臥竜山(1995, 1996, 1999)

M g(zIe"c""" (Scop : Fr) S. F. Grayクヌギタケ
臥竜山（1997)，緑の広場(1997)

肱加""α"0(Z(z (Pers.: Fr) Kummerチシオタケ
臥竜山（1995）

Mc7りCa" (Schrad. : Fr) Kummerアカチシオタケ

臥竜山（1997,1998）

肱加〃91"'* (Bull. : Fr) SFGrayアシナガタケ
臥竜山（1996,1997,1998,1999)，聖山(1998)

M""妙α"g,@s (Peck) Sacc ウスキブナノミタケ

(1996）
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臥竜山（1995）
Msp 臥竜山(1996) ,聖山(1998)
（エノキタケ属）

FJ"",",I"," "e""9s (Curt. : Fr.) Sing.エノキタケ
臥竜山（1996,1997）

Amanitac eae テングタケ科

（テングタケ属）
A'"""""'"'e"" (DC. : Fr.) Krombh テングタケ
臥竜山（1995)，緑の広場（1996）

A. S"" (Peck) Saccツルタケダマシ
臥竜山（1995）

A. "gjll(z" (Bull. : Fr.) var. "'@c"(z (Cleland et Cheel) Gilb
臥竜山（1995）

A.〃αg伽"｡ (Bull. : Fr.) var伽"α(Schaeff.) Gillカバイロ
臥竜山（1993,1995)，聖山（1998)，緑の広場（1997）

A. "o"(zt(z (Peck) Martinフクロツルタケ

緑の広場（1997）
A. """ (Schaeff.) Pers. var. ci"'αコタマゴテングタケ

臥竜山（1995,1996)，緑の広場（1997）
A. ""stz (Fr.) Bertillonドクツルタケ

臥竜山（1995,1999)，聖山（1998）
A. j)se"Oi)oWWi(u Hongo コテングタケモドキ
緑の広場（1996）

Aczl)"ゆ加Peck タマシロオニタケ
臥竜山（1995）

A . " め 7 ' o " " " " I m a i ヒメベニテングタケ

臥竜山(1993, 1995)

A.  sp.

緑の広場(1996)
Pluteaceae ウラベニガサ科

（ウラベニガサ属）
P""s ｡"ic"""s (Batsch) Fayodウラベニガサ
臥竜山（1996）

R " " " j " " s Ve l e n . クロフチシカタケ
臥竜山（1995）

Agaricaceae ハラタケ科
（キッネノカラカサ属）

L"jo”αc"jes"""os[z (Weinm. : Fr) Gl11 s. 1.オニタケ

オ オ ツ ル タ ケ

カ バ イ ロ ッ ル タ ケ
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臥竜山（1999）
（シワカラカサタケ属）

Cjstode""αα’"jα""’伽z"〃(Scop : Fr.) Fayodシワカラカサ
臥竜山（1999）
（コガネタケ属）

P"eol"o" c%" (Matt. : Fr) Maireコガネタケ
臥竜山（1998）

Coprinaceae ヒトヨタケ科
（ヒトヨタケ属）

CO"'"'s l"c(zce"s (Bull : Fr.) Fr.キララタケ
臥竜山（1998）

C"cα""s (Curt. : Fr) Fr ヒメヒガサヒトヨタケ
臥竜山（1999）

（ナヨタケ属）
Psα伽彩"αc"@do""" (Fr. : Fr.) Maireイタチタケ
臥竜山(1993, 1995, 1998, 1999) ,緑の広場(1997)

R "'"･""s (Bull. : Fr) P D Ortonムササビタケ
臥竜山(1993, 1995, 1996, 1998)

R 7)"""ss""α(Imai) Hongoセンボンクズタケ
臥竜山（1993,1998,1999）

R s p

臥竜山（1998,1999）
Strophariaceae モエギタケ科
（モエギタケ属）

S I"I)ﾉ""α畑goso"""""" Farlow in Murr.サケツバタケ
臥竜山(1995)

S."7""g"'os(z (Curt. : Fr.) Quel.モエギタケ
臥竜山（1995,1998,1999）
（クリタケ属）

Mze,""010," s"6I"e"","" (Fr.) KarStクリタケ
臥竜山(1995, 1996, 1997, 1998)

lWtzscj""α形(Hudson : Fr.) KarStニガクリタケ
臥竜山(1993, 1995, 1996, 1997, 1998, 1999) ,聖山

（スギタケ属）

P伽"0" ""ose (Fr) Kummerヌメリスギタケ
臥竜山(1995, 1999)

Ra"，"e"α(Batsch : Fr.) Kummerヌメリスギタケモドキ
臥竜山（1993）

シ ワ カ ラ カ サ タ ケ
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Ras ” “ " ”α ( F r. ) S i n g .アカツムタケ
臥竜山（1995）

R,"""co" (Kauffm) A. H. Snlith var〃""ml)0" A. H. Smith et Heslerカオリツムタケ
緑の広場(1997)

R "'6"c(z (Pers. : Fr.) Sing.チャナメツムタケ
臥竜山（1993,1995,1997,1998,1999）

R le,,t(z (Fr.) Sing.シロナメツムタケ
臥竜山(1993, 1995, 1996, 1998)

R SP,",,os" (Fr.) Sing.キナメツムタケ
臥竜山（1995,1997）

R71α伽gho (TIto) S. Ito et lmai in lmaiナメコ
臥竜山(1996, 1997, 1998, 1999)

R s9"""soid9s (Peck) Sing.スギタケモドキ
臥竜山（1995）

R s p

臥竜山（1999）
（センボンイチメガサ属）

KMeﾉ"""""ces 7""α""s (Schaeff. : Fr_) Sing et A. H. Smith
臥竜山（1993,1995）

Cortinariac eae フウセンタケ科

（ワカフサタケ属）
H@6elolllq '"icosl"'' (Bull : Fr) Rickenナガエノスギタケ

緑の広場（1996）
H  sp.

緑の広場（1997）
（ショウケンジ属）

Roz"es c"e,"(z (Pers. : Fr) Karst.ショウケンジ
臥竜山（1993,1995)，緑の広場（1996）
（フウセンタケ属）

αγ"7”池lsgjα"07' Fr アブラシメジ

臥竜山（1993,1995)，緑の広場（1997）
C ,se"os(zIO7- J. Lange ヌメリササタケ
臥竜山（1993,1995)，緑の広場（1996,1997）

C " j61" "s (F r ) F rキアブラシメジ

緑の広場（1997）
c "" '"nscg7's (Fr) Fr.フウセンタケ
緑の広場（1996）

C pse"(j吻"か"[zs""s Hongo フウセンタケモドキ

セ ン ポ ン イ チ メ ガ サ
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緑の広場（1996）

C tel"z"gs (Hongo) Hongoクリフウセンタケ
臥竜山（1993,1995)，緑の広場(1996, 1997)

C " " " " " s F r ニ セ フ ウ セ ン タ ケ

臥竜山（1993）

C s"l)"6"""""s  Hongo ウスムラサキフウセンタケ
臥竜山（1993）

C "iol""''s (L : Fr) Fr ムラサキフウセンタケ

臥竜山（1995)，緑の広場（1996,1997）
C加ﾉα"s (Pers. : Fr.) Frアカツブフウセンタケ

臥竜山(1995)
C s ( z IO7 ' F rムラサキアブラシメジモドキ

臥竜山(1993, 1995) ,聖山(1998) ,緑の広場(1997)
C s p

臥竜山（1993,1999)，緑の広場(1996, 1997)
（ササタケ属）

De""oCyl)e se"s"@gl'"" (Fr) Moser in Gamsアカヒダササタケ
臥竜山（1993,1995）
（チャツムタケ属）

Gy""""〃s〃9"""" (Pers. : Fr) Karst.チャツムタケ
聖山（1998）

G. ""'gjwos"s (Peck) Sing.ミドリスギタケ
臥竜山(1995, 1998, 1999)

G. S'gc"I)"is (Fr.) Sing.オオワライタケ
臥竜山（1995)，緑の広場（1997）

Rhodophyllaceae イッボンシメジ科
（イッポンシメジ属）

Rhod刷り""sγhodOj)0"秘s (Fr.) Quel.クサウラベニタケ
臥竜山(1993, 1995) ,緑の広場(1996, 1997)

R. ce(Mss"es (Imaz. et Toki) Imaz et Hongoウラベニホテイシメジ
臥竜山（1995)，緑の広場（1997）

R･〃jol"ce"s (Murr) Sing.コムラサキイッポンシメジ

臥竜山（1995）
R. st""oSi)0"&s (Bres.) J. Langeミイノモミウラモドキ
臥竜山（1993,1995,1997）

R. (zI)0γ"""s (Berk. et Curt.) Sing タマウラベニタケ
臥竜山（1995）

R.  sp

- 1 6 -



臥竜山（1993)，緑の広場（1997）
Boletaceae イグチ科

（キヒダタケ属）
P妙"OPo"'s I)g",Is (Mass) Cornerキヒダタケ
緑の広場（1997）

（ヌメリイグチ属）
S""肌s〃‘彫"s (L. ; F1･.) S FGrayヌメリイグチ
臥竜山(1995, 1999) ,聖山(1998) ,緑の広場(1996, 1997)

S.97忽〃'"" (Klotz.) Sing.ハナイグチ
聖山（1998）

S. 60""'!s (L. : Fr) O. Kuntzeアミタケ

緑の広場（1996,1997）
S.  sp.

緑の広場（1997）

（アワタケ属）
池?り“?祁椰s7"97w〃α"↓Iα伽s Hongoクロアザアワタケ
臥竜山（1995）
（イグチ属）

Bole"s """"α”s Schaeff.ヤマドリタケモドキ

緑の広場（1996）
B. 'se"do"IQ"s Hongo ニセアシベニイグチ
臥竜山（1995）

B.  sp

緑の広場（1997）
（ニガイグチ属）
乃岬"秘sbα"0" (Peck) Sing.キニガイグチ
臥竜山（1997）

71 g",""s (Peck) Sing.ウラグロニガイグチ
緑の広場（1996）

班'’壇"’"''s (Heim) Hongo et Endoモエギアミアシイグチ
臥竜山（1995）

Russulaceae ベニタケ科

（ベニタケ属）
R " s s " l a d e " " F r . シ ロ ハツ

聖山（1998）
R. j"0"" Hongoシロハツモドキ
緑の広場（1997）

R. s"I)1"g"c"@s Hongo ニセクロハツ
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臥竜山（1995）

R.伽tews Pers : Fr クサハツ
臥竜山（1995）

R・s211ecis lmai オキナクサハツ

臥竜山（1995）
R. co"ゆα" Frost et Peck apud Peck アカカバイロタケ
臥竜山(1993, 1995, 1998, 1999) ,緑の広場(1997)

R. Cy"'o""'"'" (Schaef.) Frカワリハツ
臥竜山(1993, 1995)

R.ハ切"j(j(z Frost et Peck apud Peck ウコンハツ
臥竜山（1995)，緑の広場（1997）

R. s(M"gW"" (Bull) Fr.チシオハツ
聖山（1998）

R.〃"e"c(z (Schaeff. : Fr) S. F Gray ドクベニタケ
臥竜山（1993,1995,1999)，聖山（1998)，緑の広場

R・"eo27"2"c(z Hongo ドクベニダマシ
緑の広場（1997）

R.  sp

臥竜山（1993)，聖山（1998)，緑の広場（1997）
（チチタケ属）

Lα"α""s "olg""Ls (Fr) Frチチタケ
緑の広場(1997)

L. c"7@yso"加那s FI-・キチチタケ
臥竜山(1993, 1995, 1999) ,緑の広場(1996, 1997)

L.ﾉり唇7""0"ides Berk et Curt.ヒロハチチタケ
聖山（1998）

L. 9"g/"s Fr.チヨウジチチタケ

臥竜山(1993) ,緑の広場(1997)
L. c""I10"""s (Bull : Fr.) Frニセヒメチチタケ
臥竜山（1998）

L.′"7℃s加γ"s Romagnesiウスイロカラチチタケ
臥竜山（1995）

L . ノ " j s " d " " e Ta n a k a ハツタケ

臥竜山（1995)，聖山（1998）
L.〃α"d""s ln la iキハツダケ
臥竜山（1995）

L. "el""s (ScoP : Fr) S. F Grayツチカブリ
臥竜山(1995)

(1996, 1997)
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L､s拠加e地γe"s Peck ケシロハツモドキ

臥竜山（1995）

L.  sp.

聖山（1998)，緑の広場（1996,1997）
Gasteromycetidae 腹菌亜綱
Sclerodermatales ニセショウロ目
Astraeaceae ツチグリ科

（ツチグリ属）
As"""sﾉ塊,o","""!s (Pers.) Morganツチグリ
臥竜山（1996)，緑の広場（1997）

Sclerod ermataceae ニセショウロ科

（ニセショウロ属）
ScJe7"e " " " " " "2c0s" ) z Pers .ザラツキカタワタケ

臥竜山（1999）
Tulostomatales ケシボウズタケ目
Calostomataceae クチベニタケ科

（クチベニタケ属）
C(zjosjO7" /"07""↓加P・Henn.クチベニタケ
臥竜山（1996）

N idulariales チャダイゴケ目
N idulariaceae チャダイゴケ科

（ツネノチャダイゴケ属）
Cw"j l)""""Ie""g (Huds ex Relh) Kamblyツネノ
臥竜山（1995）

Lycoperd ales ホコリタケ目
G eastraceae ヒメツチグリ科

（ヒメツチグリ属）
G2as""〃’砿scews Pers : Pers.ヤブレツチガキ
臥竜山（1998）

Lycoperd aceae ホコリタケ科
（ノウタケ属）

Caﾉ"α"αcl"zM""is (Schw) Frノウタケ
臥竜山（1995,1996）
（ホコリタケ属）

ZJ'cOPewio" "'I(z"" Pers. : Pe1･s.ホコリタケ
臥竜山(1995, 1996, 1998) ,緑の広場(1996,

L. "i/b""g Schaeff. : Pers.タヌキノチャブクロ
臥竜山（1993,1995）

ツネノチャダイゴケ
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L. "s"""〃Batsch : Pers.チビホコリタケ
臥竜山(1998) ,聖山(1998)

Phallales スッポンタケ目

Clathraceae アカカゴタケ科

（サンコタケ属）
Pse"(ioco"s sc"g"e,,69,"" (Sumst.) Johnsonサンコタケ
臥竜山（1995）

Phallales スッポンタケ科

（キツネノロウソク属）
M1""ls b(J"'b"s"Is (Zoll.) Fisch キッネノエフデ

臥竜山（1995）
（スッポンタケ属）

Phα"秘s """jc"s L : Pers.スッポンタケ
臥竜山（1999）
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桑田 昊1 988広島市の真菌植物（キノコ類）広島市の動植物（広島市稀少生物調査報告楽出 美 1 988 広島市の真菌植物（キノコ類）広島市の動植物（広島市稀少生物調査報告：広島市の文

化財第39集）：7-12
栃木孝-  1987帝釈峡とその周辺のキノコ類 帝釈|峡の自然（帝釈峡の自然刊行会)  : 251-288
比婆科学教育振興会・広島きのこ同好会編 1992 広島県のキノコ278pp 中国新聞社
広島県緑化センター 1 999 緑化センターのきのこ目録 25pp
山手万知子1 988 牛田山のきのこ 牛田山の自然（広島女学院大学)  : 57-78
山手万知子 1994 廿日市市のキノコ 廿日市市の生物（廿日市市教育委員会)  : 119-130

200 1年9月14日受付; 2001年12月19日受理
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高原の自然史Mz""nI HisjO7y qf jWs/'i- C"gりた" Mb2"tα伽s7 :27～33 (2002)

温井ダム湛水域より移植したマダイオウの栽培

井上尚子'）・林良之'）・中越信和2）

l)広島市植物公園.2)広島大学総合科学部

Study on Planted R1"抑“〃""jo from Submerged Area of Nukui Dam,
Hi rosh ima Prefecture

Naoko lNouE')  Yoshivuki HAYAsHI') and Nobukazu NAKAGosHI2)

') Hiroshima Botanical Garden, 3-495 Kurashige, Saeki-ku, Hiroshima 731-5156 and
2) Faculty of lntegrated Arts and Sciences, Hiroshima University, Higashi-Hiroshima 739-8521

Abstract: A population of Rz""“”“α"population was found in a submerged area of the Nukui

dam,  built  on  the  Takiyama  River,  North  west  Hiroshima  prefecture.  Fol･  preservation,  6
indiv idua ls were cu l t ivated and obsel･ved in the Hiroshima Botanica l Garden from March l8th

1999 The numbel･ of sprouts has increased 8-16 times dul･ing 9 months. The growth ratio of R.

"""o in wet conditions was higher than that in dry conditions, so the soil humidity is important

factol･ for its growth. 4 individuals flowered aftel･ 15 months.

◎2002 Geihoku-cho Board of Education. AII rights reserved.

は じ め に

広島県の北西部を流れる太田川の支流，滝山川に治水・給水・発電などを目的とした温井ダム
の建設が国土交通省（旧建設省）により着手されたのは，1977年のことである．1998年度には試
験湛水を行う段階に至り，湛水区域で確認された植物のうち特に重要と考えられる種についての
保全計画が立てられた（建設環境研究所1999) .この中で，当時広島県における自生が未確認
（広島大学理学部附属宮島自然植物実験所・比婆科学教育振興会1997）であったマダイオウ

R1""g"↑〃""o Makinoは特に重要で，個体群の保全が必要であると判断され，国土交通省温井ダ
ムエ事事務所から広島市植物公園にその試験栽培の依頼があった．
広島市植物公園では1999年3月7日，温井ダムの堪水区域からマダイオウ6株を持ちかえり，

栽培を開始した．9ヶ月間の試験栽培の経過については，広島市植物公園の栽培記録で報告して
いる（井上・林2000)．今回は，その後の新たな栽培経過を含めて報告する．

- 2 7 -
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／
図1 マダイオウの採集地点

生育地の概要

栽 培 方 法

- 2 8 -

マダイオウの株は，温井ダムの上流約2km地点で採集した（図1).その地形は，山の東斜面
を流れる水深10cm以内の渓流沿いで，真砂土が堆積したところであった．自生地の上空は他の植
物に覆われておらず，周辺にはススキなどが生え，比較的明るい環境であった（図版1 -A) .

1999年3月8日，持ちかえった6株のマダイオウ（図版1-B, C, D)のうち1株は1芽ず
つ8個に分け，真砂土：パーク：日向土小粒の1：1：1混合土を用いて5号駄温鉢に植えつけ

た．また，残りの5株は，株分けせずに5～7号駄温鉢に植えつけた．5月24日にはそれぞれ2
号ずつ大きな鉢に植え替えた．置き場所は，高さ3m程度のカイズカイブキ伽""27ws c"""sis
var. ""z〃たαの東側で，西日が遮られる.1芽ずつに分けたものは，高さ50cmの棚上と1日数時
間水が流れる溝の中に各々4株ずつ置いた．株分けしなかったものは，棚上に5株すべてを置い
た（図版1 -E ) .

日本海

〆 。 ．



溝 栽 培 区 →
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1 9 9 9 年 3 月 8 日 5 月 2 4 日

図2 マダイオウの葉の枚数

50

棚 上 栽 培 区 -
1

■4弓

40

可

30

(cm)  10

2 0

瀞 栽 培 区 →

■ ■0

マダイオウの1芽ずつ植えた株は，同年12月には，棚上栽培区で8.5芽（平均値 n=4
下すべて同じ)，溝栽培区で13芽に増加した．溝栽培区の方が棚上栽培区より有意に多かった

棚上栽培区
ﾛ

■4

12月13日

下すべて同じ)，溝栽培区で13芽に増加した．溝栽培区の方が棚上栽培区より有意に多かった(t
検定 P<0.1)．葉の枚数（枯れたものや赤変したものは数えず，緑色のもののみ数えた）は3
月には両区とも2.5枚であったが，12月には溝栽培区で76枚，棚上栽培区で21枚であった（図2）
溝栽培区が棚上栽培区より有意に多かった(t検定 P <0.01)．株の最大葉の長さは,3月に
は両区とも7cmであったが，溝栽培区は,5月時点で37cm, 12月時点で47cmであった（図3).
一方，棚上栽培区は5月時点で26cmであったが12月には16cmであった．同年5月及び12月におい
ていずれも溝栽培区の方が有意に長かった(t検定 P <0.05).
栽培開始後，15ケ月が経過した2000年6月，1芽植えにした株は溝，棚上両栽培区とも開花し

なかったが，株分けせず棚上に置いていたものは5株中4株が開花した(図版1-F, G).花序
がついたときの草丈は約120cmであった．

1 9 9 9 年 3 月 8 日 5 月 2 4 日

図3 マダイオウの最大葉の長さ

栽 培 結 果

12月13日
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1999年3月の植付の時点で1芽ずつに株分けしたマダイオウの株は，同年12月には8～16芽に
増加し，旺盛な生育を示した．
マダイオウを溝に置いた場合と棚上に置いた場合の成長の比較結果は，溝に置いた場合の方が

棚上に置いた場合よりも，芽の数及び葉の枚数が多く，葉の長さについても長かった．すなわち
溝栽培の方が棚上栽培より良好な栽培方法であることが判った．尚，棚上の株にも土が乾かない
ように水をやったが，マダイオウにとってはこれでは不充分だったのかも知れない．
以上から考察すると，マダイオウの栽培については，水路の側に植栽するなどして水を多めに

供給する工夫が何よりも大切であると考えられる．その他，地下部が急速に生育するので，地植
えにするか，鉢栽培の場合は成長に伴い鉢替えを行って，根詰まりを防ぐように気をつけること
も必要だと思われる．

また，1芽ずつに株分けした株は，栽培開始から15ケ月経った2000年6月時点でいずれも未開
花であったのに対し，株分けしないで棚上で育てた株は，5株のうち4株が開花結実した. 1999
年，何10株もあるマダイオウの生育地で開花結実した株は4株のみだったという岩水（私信）か
らの情報と考え合わせれば，マダイオウの開花結実を促す要因として，株の成熟度，水分ストレ
スなどの可能性が考えられるが，これを明らかにするためには，今後の検討を要する

本調査を行うにあたり，国土交通省江の川工事事務所の岩水正志博士には現地の仔細な情報を
いただき，広島市西区在住の三上幸三氏および広島市農林業振興センターの世羅徹哉博士には生
育地の調査にご同行いただいた関太郎広島大学名誉教授には，マダイオウの同定方法につい
てのご助言をいただいた．この場を借りて厚く御礼申し上げる．

井上尚子・林良之 200O 温井ダムのツケ及びマダイオウの栽培について．広島市植物公園栽培記録
21；1-2

建設環境研究所 1999 平成10年度温井ダム植物保全計画検討業務報告書ll7pp
広島大学理学部附属宮島自然植物実験所・比婆科学教育振興会編 1997 広島県植物誌832pp中国新聞社

200 1年9月19日受付; 2001年12月19日受理
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図 版 1

温井ダム湛水域にあったマダイオウの生育地

CおよびD :試験栽培用に採集したマダイオCおよびD:試験栽培用に採集したマダイオウ6株のうちの3株．黒い棒線は10cmを示す
広島市植物公園内の試験栽培場の様子（1999年4月）
2000年6月に広島市植物公園で開花結実したマダイオウの果序．緑色の棒線は5cmを示す
マダイオウの果実 赤色の棒線は1cmを示す
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高原の自然史""""" "sjory Q/MsM-CMgひﾙ"M0'"""7@s7 :35～43 (2002)

広島県芸北町樽床貯水池（聖湖）における
降湖型サツキマスの生活史

内藤順_l) .田村龍弘2)

l)広島県立広島観音高校.2)太田川漁業協同組合

Study on the Life Cycle of the @River-Lake' Type of Red-Spotted Masu Trout
in Lake Hijiri

Jun-ichi NAITo') . and Tatsuhiro TAMuRA2)

') Hiroshima Kan-on High School, Hiroshima 733-0034 and
2) The Ota River Fishery Cooperative, Hiroshima 731-0234

Abstract:  A  marked  ,river.lake'  type  of Satsukinlasu  (red.spotted  masu  trout)  was  found  in

October l995. This individual had been released on November l994 as a one year old Amago (a
type of red-spotted masu trout that spends its whole life in rivers) Other other individuals were

found in October l996, which had been marked and released in Novembel･ 1995 Thus Amago
mature into Satsukimasu during ll months in Lake Hijiri  (Tarutoko danl) . These results show
that a $river-lake' type of Satsukimasu matul･es in two years, spawns and then dies. The same
situation is shown in a @river-sea' type of Satsukimasu in the Ota river The same results were

shown by Sr/Ca concentration l-ation in otolith method

◎2002 Geihoku-cho Board of Education・AII rights reserved.

は じ め に

広島県芸北町樽床貯水池（聖湖）に降湖するサツキマスの生活史については, 1994～1 995年の
調査結果にもとづき，その概要を予報に報告した（内藤・田村1 997)．その後，サツキマスの生
活史についてさらに調査を進めた結果，降湖型サツキマスの生活史が解明されたので報告する．

調査地である芸北町八幡地区は西中国山地のほぼ中央に位置し，標高約800m ,西中国山地脊
梁部の南斜面にあり，太田川水系の最上流域にあたる（図1）．芸北町の河川は大部分が太田川

調 査 地 の 概 要

- 3 5 -



水系の柴木川と滝山川の上流域に位置している．柴木川では三段峡に代表されるいくつかの滝に
より遡上性魚類の移動が阻まれている．このため，三段峡より上流に位置する八幡地区は，魚類
相的には隔絶した地域となっている（内藤ほか1996) .

放流に用いたアマゴはFA100で麻酔し，左側の腹鰭を切断して標識した．標識した放流魚は
1,700尾で，芸北町の大暮養魚場で孵化・飼育された当歳魚を用いた．これらの個体はほとんど
銀化していた．標識したアマゴは1995年11月3日に放流した．放流場所は前年度と同じ柴木川の
最上流域の東八幡原，八幡原，臥竜山山麓 西八幡原の4カ所に分散して放流した（図1)．なお，
1996年のサケ科魚類解禁日前に，八I幡川漁業協同組合により, 300k9 (約5,000尾）が柴木川水系
の八幡地区に放流されている．前回の調査より，降湖型サツキマスは八幡地区では農業堰の直下
まで遡上することが確認されているので，再捕獲は西八幡木束原川烏落橋付近で，1996年10月17
日に行なった．試験採捕は8個体にとどめ，採捕した個体はその場でFA100で麻酔し全長を計
測し，覚醒後に現地に放流した．標識された1個体(No21)は標本とした．
耳石微量元素分析に使用した降湖型サツキマスは，聖湖より柴木川に遡上した個体を1999年10

月19日に採集し，冷凍保存したものを使用した．耳石(扁平石）は魚体から摘出した後，アルコー
ル中で付着物を除去し，100％エタノールに浸漬し，超音波洗浄後，真空デシケーター中で真空
乾燥した．耳石はスライドグラスに貼り付け，耳石の核が露出するまでカーボランダム（＃600

図1 調査域の概念図および標識アマゴの放流地点

調 査 方 法
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降湖型サツキマス

5 0 0 1 0 0 0

耳石中心からの距離("m)

図 2 耳 石 断 面 の S r / C a 比 の 線 分 析

～3000）で研磨し，1.0～0.25" n'のダイヤモンドペーストで研磨面を鏡面仕上げした．さらに
表面にカーボン蒸着を施し，波長分散型電子線マイクロアナライザー(JCMA-733 1 ,日本電子，
広島大学機器分析センター）の試料とした．
耳石中心から縁辺に至る線上で線分析を行い，発育に伴う耳石のCaとSl･の濃度変化を調べた．

また，耳石研磨面全体の両元素の濃度分布をみるために面分析を行なった．線分析において，
CaとS1-のX線強度の濃度変換（重量%)は，それぞれCaSiO3及びS rTiO3を標準試料に用い，
Caに対するSrの濃度比を103倍し， 表記したものをSr/Caとした．面分析の画素の大きさは10
̅20"mでおこなった．

1995年11月3日に標識放流後, 1996年10月17日に再捕獲した．その時，採捕した8個体中に標
識個体が1個体(N o21)含まれていた．採捕した8個体(Nol6～23)の測定値を表1に示す．

1999年10月19日に採捕した降湖型サツキマスのS r/Ca比の推移を図2に示す．耳石径200 ̅
250"m付近でSr/Ca比が上昇し，その比が約50以上に達するが，それ以外ではSr/Ca比に大
きな変化は認められず，耳石径400" Inから辺縁部付近までほぼ2.0前後を推移した．また，面分
析を図3に示す．燈系統はSr/Ca比が大きい値(4.0～5.0)を，青～緑系統は小さい値(2.0
～2.5）を示している．

降湖型サツキマスの生活史について

1994年11月19日に放流した標識アマゴ(1歳）は，翌年の1 995年10月14日に降湖型サツキマス
となって産卵場で再捕獲された．また，1995年11月3日に放流した標識アマゴ（1歳）は，翌年
の1996年10月17日に降湖型サツキマスとなって産卵場で再捕獲された．このことから，降湖型サ
ツキマスは降湖後約1年で成熟し，産卵・放精後に死亡し，満2年で生活史を終えるといえる．

考 察
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ロ
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図 3 耳 石 断 面 の S r / C a 比 の 面 分 析
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謹 需 囑性腹帯懇鰭採集日
3 3 5 4 2 5 3

2 9 5 2 4 0 早

3 1 0 3 2 5 早

3 1 0 3 5 5 旱

3 3 5 3 9 5 3

3 0 5 2 6 0 3

3 7 5 5 9 5 3

2 9 0 2 6 5 ギ

2 7 0 2 3 5 早

310  315  ¥

3 2 5 4 2 0 早

330  405  31

3 6 0 3 9 0 早

’ 9 5 5 5 早

3 7 0 4 6 0 3

3 5 6 ギ
320 0

(S.L､） 十

3 5 4 3

3 1 4 早

415          3

3 2 0 早

104          3

105        3

3 2 0 早

3 2 0 早

採 集 地

＊ 2 5 3 2 0 ￥

＊ 2 6 2 5 5 早

＊ 2 7 3 5 0 早

平 均 ※ 3 2 7 3 6 3

早の平均全長: 314 (255-360) In,1, , (11=16)  Jの平均全長: 352 (305-415) 1IIn, . (n= 8 )
＊は標本とした個体
※尾鰭の欠損したNol7は補正したのち平均値を算出した．アマゴ残留型は平均値に入れていない

表1 採捕したサツキマスの測定値

木 束 原 川 烏 落 橋 死 魚

経産魚

産卵前 1994.11.19 放流

産卵前 1994.11.19 放流

同 上 鼻 曲 が り 朱 点 多 い

放精後

未放精

産卵前 朱点多い

苅 尾 山 川 未 産 卵

経産魚

未産卵ヤマメタイプ

同 上 未 放 精 朱 点 多 し

経産魚 ヤマメタイプ

木束原川鳥落橋 アマゴ残留型 産卵後 朱点顕著

同 上 放 精 前 朱 点 あ り

木束原川鳥落橋 経産魚

産卵後の死魚

鼻曲がり 朱点顕著

経産魚

同 上 鼻 曲 が り 朱 点 顕 著

産卵前 1995.11.5 放流

アマゴ残留型 1歳魚

アマゴ残留型 1歳魚

木束原川 烏落橋 未産卵

未産卵

同 上 排 卵 魚

未産卵

鉦

同 上

1

2

＊ 3

＊ 4

5

6

7

8

9

10

l1

12
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18
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* 2 1
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年次 l 年 次

-

降湖
アマゴ(サツキゴス河川残留勤

、 ー

図4 芸北町樽床貯水池（聖湖）に降湖するサツキマスの生活史の概念図

樽床貯水池（聖湖）に降湖するサツキマスの生活史（2年間）をまとめると,10月中旬に産卵
し，12月下旬～1月上旬に孵化する．そして，2月中旬～3月上旬に浮上し，その後，夏季には
瀬に出て成長し，秋季までに約10cmに成長する．その後,10月下旬～11月下旬にかけて一部の個
体がスモルト化し，樽床貯水池に降湖する．樽床貯水池では約35cmまで成長し,9月中旬～下旬
頃の台風や秋謀などの増水期に湖より遡上して，繁殖場所付近に到達する．そして，10月上旬か
ら中旬にかけて繁殖盛期を迎え，放卵・放精後に死亡する．この生活史をまとめると図4のよう
になる．

1994年11月19日に放流した個体が2年後の1996年に再捕獲された事例は皆無であった．また，
1995年11月3日に放流した個体が2年後の1 997年に再捕獲された事例も皆無であった．これらの
事例は，降湖して2年後に遡上する個体が存在しないことを示している．しかし，放流個体数が
少ないので断定することには多少の疑問も残るが，降湖型サッキマスは降湖後1年で成熟し，満
2年で死亡するとした前述の内容を支持している．

降湖型サツキマスと降海型サッキマスの生活史の比較
降湖型サツキマスはダム湖を代用としているものの，降海型サツキマスとほぼ同じ期間，同じ

パターンの生活史とみることができる．しかし，細部では異なる部分もあることから，降湖型サ
ッキマスと降海型サツキマスの生活史を比較した．

内藤ほか（1997）は降海型サツキマスや降湖型サツキマスが満2年で生活史を完結させると述
べている．しかし，海域での滞留期間については降海時期の特定がされておらず，約6～7カ月
と推定しているが，最近，海野ら(2001)は，耳石微量元素分析のS r/Ca比の変化から，海域
での滞留期間を5カ月と特定している．降湖型サツキマスの湖水域での滞留期間は約12カ月と
なっているところから，海域と湖水域との滞留期間はかなり差があるようにみえる．しかし，
海野ほか（2001）によると，降海型サツキマスは降海に約2カ月，遡上に約2カ月かかることか
ら実質的な滞留期間はあまり差がないと考えられる．
高瀬堰で採集された遡上直後の降海型サツキマスの平均体重は6449であり，柴木川に遡上し

た降湖型サツキマスの平均体重は3639であった（表2).降海型サツキマスの体重は，降湖型サ
ツキマスの体重の約1.8倍に相当する．海域での降海型サツキマスの滞留期間は海野ほか(2001)
により降湖型サツキマスの湖水域での滞留期間より約7カ月間短いことがわかっている．滞留期

月 9 1 0 1 1 1 2 1  2  3 4  5 6  7 8 9 1 0 1 1 1 2 1  2 3 4  5 6  7 8 9 1 0 1 1 1 2 1  2  3
← →
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全長(mm)
体重(9)

残留型 ( , , = 3 )放流アマゴ ( n = 4 0 )

表2 太田川水系のサツキマス3型および放流アマゴの測定値
（建設省太田川工事事務所，1994より一部引用）

降海型 ( n = 2 1 1 ) 降湖型 ( n = 2 4 )

平 均 範 囲 平 均 範 囲 平 均 範 囲 平 均 範 囲

間が短かくても，逆に体重は重くなっていることになる．これは，降湖型サツキマスの滞留期間
初期の12月から翌年3月までの水温は約7～4℃で，採餌活動の低調な期間であり，実質の採餌
期間は4～9月の約5カ月間となる．これに対し，降海型サツキマスの滞留期間中（12月～翌年
5月）の海水水温は10～14℃（広島市水産振興センター資料）であり，海域での滞留中は常時採
餌が可能であると考えられる．実質の採餌期間はほぼ同じであることから，体重差は採餌量の差
によるものと推測される．
高瀬堰で採集された遡上直後の降海型サツキマスの平均全長は354mmであり，柴木川に遡上し

た降湖型サツキマスの平均全長は327 mmであった（表2). 降海型サツキマスの全長は，降湖型
サツキマスの全長の約1.1倍に相当する．降海型サツキマスと降湖型サツキマスの体長はほとん
ど差がないが，前述のように体重差は2倍近い 高瀬堰で採集された降海型サツキマスの体高は
約12～14cmであり，扁平な体形をしている．降海型サツキマスは遡上中，冑内容物がないことか
ら採餌しないと考えられ（内藤未発表)，この体重差は最上流域に到達するためのエネルギーを
蓄積しているものと考えられる．
海野ほか（2001）は降海型サツキマスの遡上のきっかけは，海水温と河川水温がほぼ同じ19℃

になることとし，また，遡上時期は6月中旬（年により水温の変化で幅がある）としている．降
湖型サツキマスの遡上時期は繁殖期直前の9月下旬で，その頃の水温は12～14℃であり，降海型
サツキマスの遡上開始水温とかなり差がある．また，降海型サツキマスでは低水温から19℃へ移
行する時に遡上が始まるが，降湖型サツキマスでは高水温から14℃へ移行する時に遡上すること
も，降海型サツキマスと降湖型サツキマスの相違点である．また，内藤（2002）は龍姫湖（温井
ダム湖）のバックウォーター付近で降湖型サツキマスが約2週間滞留し，遡上機会をうかがって
いるように見えたことを報告している．その後，降雨により河川流量が増加したことで遡上が開
始されたことから，降湖型サツキマスにおいては，水温や河川流量も遡上開始のひきがねになっ
ていると推測される．

降海型サツキマスが高瀬堰で採集された時の性比は雄：雌が1 : 1.9 (n=211)であった．ま
た，芸北町の降湖型サツキマスの場合は1 : 2 (n=24)であった．雄が少ないのは降海型サツ
キマスと降湖型サツキマスに共通している．なお，高瀬堰の調査では，遡上初期の個体の約37％
が性不明であることから，降海型サツキマスの性比が変わる可能性がある．

降湖型サツキマスの線分析と面分析について

海野ら（2001）はサツキマスの線分析による履歴パターンを示している．その中で発育初期（約
200 "m付近）において，淡水養殖アマゴや陸封型アマゴのSr/Ca比が一次的に上昇する現象

354
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を指摘している．降湖型サツキマスにおいても中心から約200"m付近でSr/Ca比が5.0と一次
的に上昇し，以後，2.0付近で収數するパターンを示している．このパターンは淡水養殖アマゴ
や陸封型アマゴと類似しており，降湖型サツキマスの履歴からも支持される．また，面分析にお
いても，中心付近に榿色が点在するものの，全体的には緑色～青色が多く，淡水域のみで一生を
終える履歴を表しているものと考えられる．

本調査を実施するにあたり，現地調査の便宜を図ってくださった八幡川漁業協同組合の児玉
忠臣組合長をはじめ，芸北町産業課，芸北町教育委員会，広島県可部農林事務所及び特別採捕の
許可（特別採捕許可番号 特第32号7内第14号，特第23号8内第1]号，特第26号11内第14号）
をいただいた広島県農林産部水産漁港課の諸氏にこの場を借りて厚くお礼申し上げる．また，耳
石微量元素分析に際し，広島大学生物生産学部の海野徹也博士，広島大学大学院の清家 暁氏，
広島大学工学部の石原正文氏にご指導いただいた．ここに記してお礼を申し上げる．更に，本稿
の御校閲を賜わった中村慎吾博士に深甚なる謝意を表する．

樽床貯水池（聖湖）では降湖したアマゴが約11カ月間湖で過ごした後，降湖型サッキマスと
なることを確認した．
降湖型サツキマスは孵化後満2歳で成熟し，産卵・放精してその一生を終えることを確認し
た．

降湖型サツキマスが満2年で生活史を終えることは，太田川水系の降海型サツキマスと同様
であった．

耳石中のSr/Ca比からも降湖型サツキマスの生活史を裏付ける結果が得られた．

1957日本列島産淡水魚類総説大修館 27 2pp
清家暁・大竹二雄・西山文隆・柴田恭宏・中川平介 2001 耳石微量元素分析による広島県
太田川サツキマスの回遊履歴の推定 日本水産学会誌67（4）：647-657
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太田川高瀬堰直下で採集された降海型サツキマス（早）
太田川高瀬堰直下で採集された降海型サツキマス（旱）

脂鰭が切除されており（○印)，標識放流個体と判定できる
柴木川（木束原川）の鳥落橋直下で採集された降湖型サッキマス（早）

柴木川（木束原川）の烏落橋直下で採集された降湖型サツキマス（早）
脂鰭が切除されており（○印)，標識放流個体と判定できる 個体番号
樽床ダムより遡上した降湖型サツキマスの産卵の瞬間手前が早
脂鰭が切除されており（○印)，標識放流個体と判定できる

柴木川（木束原川）の鳥落橋直下で採集された降湖型サツキマス（早）
腹鰭が切除されており（○印)，標識放流個体と判定できる 個体番号
太田川の本流に遡上した降海型サツキマス右：旱左:3
柴木川に母川回帰した降湖型サツキマス前：早後：3
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1995年10月14日

1995年10月14日
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200 1年10月14日
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高原の自然史Mzt@"" HIsjO7y qf Ms/"- C/Wgひﾙ"Mひ!""""s7 :45～57 (2002)

広島県芸北町におけるハチクマの繁殖生態

上野 吉雄l)．河津功2).小柴正記3).保丼浩4)．森川一夫5)

l)広島県立原養護学校.2)株式会社ニチエイ.3)広島市水道局
4)ユニアデツクス株式会社．5)日本野鳥の会愛媛県支部

The Breeding Ecology of the Oriental honey buzzard (Pe""s "Jo"''c"js)
in Geihoku-cho, Hiroshima Prefecture

Yoshio UENo') . Isao KAwAzu2) , Masaki KosHIBA3) . Hiroshi YAsuI4) and Kazuo MoRIKAwA5)

') Hal･a School for disadvantaged children, 73-1 Hal･a, Hatsukaichi 738-0031,
2) Nichiei Co. Ltd., 22-8 Saiwai-cho, Naka-ku Hiroshima 730-0844,

3) Bureau of Waterworks Hiroshinla City, 9-32 Motonlachi, Naka-ku, Hiroshima 730-0011,
4) Uniadex CoLtd, 1-1-1 Toyosu, Koto-ku, Tokyo l35-8560 and

5) Ehimeken-shibu Wild Bird Society of Japan, 3-1-38 Nakalnu'･a, Matsuyama 790-0964

Abstract: The breeding ecology of Pe""s "joγ伽"""s was investigated in Geihoku.cho, Hiroshima

prefecture The nest was built on Pj""s de"si/Mom at 20 m above gl･ound・Fol- feeding, frogs and
vespiarys were used by choice. Especially, frogs were used at the beginning of breeding, while

bikes were used in latterly Nestling left the nest about 40 days aftel･ hatching. 2 "Ioγﾉ”"c畑↓s
lays eggs and starts breeding at the beginning of June, and fledglings leave the nest at the end of

August.

◎2002 Geihoku-cho Board of Education. All rights reserved.

ハチクマPe""s "loγ〃，ﾉれc""sはウスリー・アムール地方，サハリン，モンゴル，中国河北省，
朝鮮半島，日本などで繁殖し，冬は中国南部，東南アジアなどで越冬する．国内では北海道と本
州に夏鳥として渡来し，繁殖する（笹川1996)．低山の広葉樹林に生息し，オオタカなどの古巣
を利用して繁殖する．しかし，巣づくりのさいにあまり森林から出ないので，巣の発見が難しく，
国内での繁殖に関する報告は数少ない．阿部（1991）は山梨県においてハチクマの育雛を観察し，
5種のスズメバチの幼虫や蝿を給餌していることを報告している．また，静岡県における育雛の

観察ではヒナヘの給餌内容として，ハチ類とカエル類がほとんどであったという（川田未発表)．
これまでに県内では1988年7月に比婆郡内で繁殖が確認され，ヘビやカエルを巣に運んでいたと
いう（日本野鳥の会広島県支部1 998)が，分布が局地的で繁殖の観察記録はほとんど見当たら
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図1 調査地の概略図

ない．

筆者らは200 1年に広島県芸北町においてハチクマの繁殖を確認し，巣立ちまで継続的に観察し
たので，その繁殖生態について報告する．

調査は広島県山県郡芸北町の八幡地区(132｡10' E , 34･41' N, 900m)で行った．この地区は
西中国山地の臥竜山(1 ,223m)の山麓部にあたり，森林の周辺は農耕地となっている（図1,
図版1 -A).植生は高木および亜高木層にアカマツPj""s de72s"0m,コナラQ"27℃"s se""(z,ク
リCasj"1" c7F"(Z",ナツツバキSj g2"αγ"α'se"do-cα""j"αなどが見られ，林床にはチユウゴクザ
サSasα"g"c"" val･. /Ws""が優占し，低木層としてオオカメノキ腕""""" "7r(z "",エゴノキ
s妙'Kz""07"cαなどが見られる（図版1 -C).調査地の年平均気温は10℃前後で，年間降水量
は2,400～2 , 600mmと冷涼多湿な気候である．積雪量は例年1mに達する．
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育雛の観察は巣から30mの位置にブラインドを設置し,その中から双眼鏡(8倍)によって行っ
た．行動の細かい観察はビデオカメラにより撮影し，あとで解析した．

1．繁殖状況

2001年7月14日8時30分に営巣林の上空でハチクマのディスプレーを確認したすなわち，オ
スがピイーヨーと鳴きながら急上昇して体を斜めにした状態で止まり，翼を高くかかげて3～4
回叩き合わせるホバリング・ディスプレーを盛んに行っていた．オスは下雨覆と体下面の色が白
色の淡色型であり，虹彩は暗褐色であった（図版2 -A).

7月20日の13時にハチの巣を運ぶオスを観察し，14時に巣を発見した．巣はアカマツの地上約
20mの位置の叉状に枝分かれした部分に造られていた（図版1 -B).巣の直径は約1mの大きさ
があり，おそらく，他のタカ類の古巣を利用したものであろう．巣内には2羽のヒナがいた．

7月21日の10時にはメスが抱雛していた．メスは下雨覆と体下面が暗褐色の暗色型であり，虹
彩は黄色であった（図版2 -B)．12時30分にオスがハチの巣を運んできてヒナに給餌した（図版
2 -C)．巣の下に落ちていたハチの巣はクロスズメバチのものであった（図版2-F). 15時25分
にメスがハチの巣を運んできた さらに，15時28分にメスが青葉を運んできて巣に敷いた．また
巣の近くで盛んにピイーヨーと鳴いていた．

7月22日の10時15分にオスがハチの巣を運んできた.11時58分にオスが餌を運んできたが，餌
の種類は確認できなかった.14時15分にオスがカエルらしい餌を運んできて，細かくちぎってヒ
ナに与えていた．ヒナはハトくらいの大きさで全身が白色をしており，文献との比較から孵化後
約15日齢と推定した（図版3 -A).

7月25日の10時37分にオスが餌を運んできたが，餌の種類は確認できなかった．11時40分にオ
スがカエルを運んできた（図版2 -D).

7月26日には8時30分にオスが種類不明の餌を，8時35分にオスが種類不明の餌を，8時58分
にオスがカエルを，9時35分にオスがカエルを，10時5分にオスがハチの巣を,10時40分にオス
が種類不明の餌を,11時にオスが種類不明の餌を,11時2分にメスが種類不明の餌を,11時24分
にオスが種類不明の餌を，11時50分にオスが種類不明の餌を運んできた．ヒナは約20日齢になっ
ており，カラスくらいの大きさで黒褐色の羽毛が混じりだしていた（図版3 -B).

7月29日の7時58分にオスがカエルを運んできた．9時56分にオスが餌を運んできたが，餌の
種類は確認できなかった．

7月30日には7時30分にオスが，7時40分にオスが，8時3分にオスが，8時55分にオスが，
9時19分にメスが，9時47分にオスが，10時9分にオスが，10時43分にオスが，10時55分にオス
が，12時10分にオスが種類不明の餌を運んできた．

8月4日には7時25分にオスが種類不明の餌を，8時34分にオスが種類不明の餌を，8時46分

調 査 方 法

調 査 結 果
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にオスが種類不明の餌を，8時58分にオスがハチの巣を，9時40分にオスがハチの巣を，10時に
オスがカエルを，10時33分にオスが種類不明の餌を，11時22分にオスが種類不明の餌を運んでき
た．ヒナは自力でハチの巣から幼虫を引き出して食べていた．約30日齢になっており，成鳥と同
じくらいの大きさで体色も暗褐色になっていた（図版3 -C).
8月6日には8時にオスがハチの巣を，8時17分にオスがカエルを，8時56分にオスがカエル

を，9時49分にオスが種類不明の餌を，10時3分にオスがカエルを運んできた(図版2 -D)ヒ
ナはこれまでの白っぽい体色から一羽は下雨覆と体下面の色が白色の淡色型になり，もう1羽は
下雨覆と体下面が暗褐色の暗色型になっていた（図版3 -D).

8月9日には2羽のヒナとも巣から出て営巣木の横枝に止まっていた．13時20分にオスが巣に
ハチの巣を運んでくると2羽のヒナは巣にもどりハチの巣から幼虫を引き出して食べていた．13
時35分にオスが種類不明の餌を，13時45分にオスが種類不明の餌を運んできて2羽のヒナはいっ
しょに餌を食べていた．14時7分にオスが種類不明の餌を運んできた.14時15分に淡色型のヒナ
が巣から左の枝に移動した．14時45分にオスが種類不明の餌を運んできた．

8月11日には7時47分にオスがハチの巣を，9時18分にオスがハチの巣を，11時34分にオスが
ハチの巣を，13時5分にオスがハチの巣を，14時30分にオスがハチの巣を運んできた．ヒナは約
35日齢になり，巣から出て横枝に止まっていることが多かった（図版3 -E).

8月13日には8時40分にオスがハチの巣を,9時45分にオスがカエルを,11時にオスがハチの
巣を，12時10分にオスがハチの巣を運んできた．暗色型のヒナは巣にもどって餌を食べたが，淡
色型のヒナは巣にもどらなかった．

8月14日には8時20分にオスが種類不明の餌を，10時8分にオスがトカゲを巣で淡色型のヒナ
に与えた．10時35分にオスが種類不明の餌を巣で淡色型のヒナに与えた．10時50分にオスが種類
不明の餌を運んできたが，ヒナは巣にもどらなかった．11時53分にオスがハチの巣を横枝で淡色
型のヒナに与えた．12時25分にオスがハチの巣を淡色型のヒナに巣で与えた．この日は暗色型の
ヒナは巣にもどってこなかった.ヒナは約40日齢になり枝の上で餌をもらうようになっていた(図
版3 - F )

以上の結果について整理すると．7月21日から8月14日までの延べ14日，56時間の観察では，
ハチクマの親が巣のヒナに運んできた63回のうち，ハチの巣が19回，カエルが13回，トカゲが1
回，種類不明が30回であった．オスが餌を運んできたのは60回で，メスが運んできたのは育雛前
期にわずか3回であった．

8月15日にはヒナの姿は巣にもその周辺にも見られず，巣立ったようである．
8月30日には両親と2羽のヒナの4羽がそろって営巣林の上空を飛翔しているのが観察された

今回の調査でハチクマの巣を発見したのは7月20日であり，巣立ったのは8月15日であった．
その間26日間であったが，巣の発見時にヒナはすでに約15日齢であった．このことから，孵化後
約40日でヒナが巣立ったことになる．森岡ほか(1995)によるとハチクマの一般的な孵化後から
巣立ちまでの日数は35～45日であるので，本調査地のハチクマの巣立ちまでの日数は平均的なも

察考
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のであった．

また，ハチクマの抱卵期間は30～35日であるが（森岡ほか1995)，本調査地のヒナは7月7日
ころ孵化したと推定されるので，それから逆算すると6月5日前後に産卵したと考えられる，
ヒナヘの給餌内容はカエルとハチの巣が多かった．ヒナが小さい育雛前半の7月21日から7月

30日までの間の延べ6日間の観察ではハチの巣を4回給餌し，育雛後半の8月4日から8月14日
までの間の延べ6日間の観察では15回給餌しており，育雛後期のほうがハチの巣を運ぶ割合が高
かった．逆に，カエルでは育雛前期では8回給餌し，育雛後期では5回給餌し，育雛前期のほう
がカエルを運ぶ割合が高かった．同様の結果は静岡県でも確認されている（森岡ほか1995)．
森岡ほか（1995）によると，ヘビやトカゲも運んでくるというが，本調査地の観察ではトカゲが
1例のみで，ヘビは確認されなかった．また，観察した63回の給餌のうち，オスが60回で，メス
がわずか3回であったが，これはメスが主として巣の見張りを担当しているためであろう．オス
は直接ヒナに運んできた餌を与え，他のタカ類に見られるように，オスが運んできた餌をメスが
受け取ってヒナに与える行動は観察されなかった．
阿部（1991）によると，山梨県におけるハチクマの育雛の観察から，コガタスズメバチ，クロ

スズメバチ，シダクロスズメバチ，ツヤクロスズメバチ，シロオビオナガスズメバチなどの幼虫
や蝿を給餌することが報告されているが，本調査地の観察ではクロスズメバチの巣しか同定でき
なかった．

今回の観察では，他のタカ類のようにヒナが巣の縁に立って，巣の外に糞を放出する行動は観
察されず，ヒナは餌を食べた後その場で透明感のある液状の糞を巣の中にしていた．したがって，
営巣木の下が他のタカ類に見られるように，糞で白くなっているという状況ではなかった．
巣立ちにいたる過程では，8月9日ころから巣からでて枝移りするようになり，8月15日には

巣とその周辺からヒナが姿を消したので，枝移りを始めて約1週間で巣立った．

本調査を行うにあたり，東八幡原の皆水広武・皆水秀子夫妻には調査等に格別のご協力をいた
だいた．この場を借りて厚くお礼申し上げる．

2001年7月に広島県芸北町の山林において，ハチクマの巣を発見し’その繁殖生態について
若干の知見を得た．

巣はアカマツの地上約20mの位置の叉状に枝分かれした部分に造られていた．
育雛期の餌にはカエルとハチの幼虫や蝿が多く利用され，育雛前期にはカエルが育雛後期に
はハチの幼虫や蝿の割合が高かった．
ヒナは2羽おり，孵化後約40日で巣立った．

本調査から広島県芸北町においてハチクマが産卵するのは6月上旬，育雛に入るのは7月上
旬と推定され，巣立ちは8月中旬であった．

辞

要
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高原の自然史Mz向"""sjoryq/ﾉWsM- Cﾉ"goﾙ"Mb1"""zs 7 : 59～83 (2002)

島根県瑞穂町におけるコウモリの越冬洞と繁殖洞

桑原一司l).奥田 雅史2)

')広島市安佐動物公園・2)瑞穂ハンザケ自然館

Ecological Study on Cavernicolous Bats in Mizuho-cho, Shimane Prefecture

Kazushi KuwABARA') and Masashi OKuDA2)

') Hiroshima City Asa Zoological Park, Hiroshima 731-3355 and
2) Mizuho Hanzake Field Museum, Mizuho-cho 696-0224

Abstract: The ecology of cavernicolous bats was surveyed at the abandoned Kuki-mine and lwaya-
mine in Mizuho-cho Shimane prefecture. The numbers of hibernating individuals in the breeding

season at the Kuki mine were as followsi ll of R"伽0j”"郡s〃"例仰""""", 1 500 of R"folOi)"〃s
“""↓伽s, 400 of MMi"""#s sch沌肋ersj, l of MM"jw(z I""ogqsjg71 while in lwaya main mire there

were 497 of R. /W"")299"7"". On the other hand, breeding individuals of R. """"29""" and
Myo"s ""c7℃“吻如s and youngling of R. co?"""s and Myo"s 7"""移" were found in Kuki main
mine・In Kuki Ohyokotani mine, R. """"29""" and M 7""""c""s were breeding. In lwaya

main mine, 350 breeding individuals were found. These three caves maintain large individuals for

passing the winter and bl-eeding. Thus the caves are an important habitat fol･ cavernicolous bats
in SimaneHiroshima region.

◎2002 Geihoku-cho Board of Education. All rights reserved.

は じ め に

島根県下のコウモリの生息と分布に関しては，沢田（1984,1986,1994)，大畑(1988, 1989,
1991）らの報告がある．それによると，島根県下で生息が確認されている洞穴性コウモリは，キ
クガシラコウモリR"'0/oi)/"s """"29""",コキクガシラコウモリR /z"10ﾉOl)/ws co"""s,ユ
ビナガコウモリハ"伽"""Ls〃噌伽0s〃s，モモジロコウモリMyo"s”αc""c""Is, ノレンコウモ
リハ"0"s """"",テングコウモリMM""7" le"cogqs彫γの6種である．この内，キクガシラコ
ウモリ，コキクガシラコウモリ，ユビナガコウモリ，モモジロコウモリは隠岐諸島を含めた県内
各所で確認され，島根県内全域に分布しているとされているが，ノレンコウモリは大畑（1989）
により大田市の廃トンネルで3頭が確認されたのみである．また，テングコウモリについても江
津市と大田市の2洞で計4頭が発見されたのみである．これらのことは｢しまねレッドデータブッ
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ク」（島根県1997)に総括され，上記の6種全てが要注意種に指定され，将来においては絶滅の
恐れがある希少動物として保護対象種に挙げられている．
しかし，島根県下のコウモリの生息状況の調査は，山陰沿岸地域については進んでいるが，瑞

穂町など内奥部地域についてはほとんど空白の状態である．また，各々の種の越冬洞と繁殖洞の
確認もキクガシラコウモリとユビナガコウモリでいくつかの知見があるに過ぎない．今回著者ら
は，島根県邑智郡瑞穂町の3廃坑において，キクガシラコウモリ，コキクガシラコウモリ，ユビ
ナガコウモリ，モモジロコウモリ，テングコウモリの越冬と，キクガシラコウモリ，コキクガシ
ラコウモリ，モモジロコウモリ，ノレンコウモリの繁殖に関する知見を得たので報告する．

調査地および調査方法

1．調査地

調査地は，島根県邑智郡瑞穂町にある久喜鉱山本坑，久喜鉱山大横谷坑，岩屋鉱山本坑の3洞
である．

久喜鉱山は12世紀末に開山された銀山で，島根・広島県境近くの島根県側にあり，現在は廃坑
となっている．岩屋鉱山は久喜鉱山の北東1.2kmにあり，同じく現在は廃坑となっている（図1)
久喜鉱山本坑は明治33年に水抜坑と．して掘削されたが鉱脈に当たり本坑として開業，明治41年

に閉山，昭和28年頃に再整備されたがそのまま使われずに現在に至っている（瑞穂町1987)．久

） 、

〉
j

〔と、
ノ
L・-

し ･

山 口 県 夛
凹

N

↑
0km

a瑞穂町久喜･岩屋鉱山,b島根町コウモリ穴,e多伎町海食洞,d大田市 石見銀山，
e江津市 廃坑,f秋芳町 秋吉洞,g大野町 廃坑,h東城町 鬼の岩屋

図1久喜・岩屋鉱山と西中国地方の主なコウモリ生息洞
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喜地区の標高400 m地点に坑口をもち，坑口は幅3.2m,高さ2.3mで，幅1.8m,高さ1.8mの岩
盤性の坑道がほぼ水平に約500 m奥まで北西に延びている．坑道には年中多量の水が流れており，
坑口から260 mの地点までは水深1 5cm～40cmに水没している．坑口から360 mの地点左側に久喜鉱
山大横谷坑との接続坑があるが，これより奥は崩落が著しいので，調査は坑口から360 mの区間
とした．この間には3m～20mの短い支坑が4つある．

久喜鉱山大横谷坑はかつては久喜鉱山の本坑であったが，明治初期には衰微して廃坑の状態と
なり，明治20年代から30年代には稼働したが，明治41年に閉山して現在に至っている久喜鉱山
本坑から約300 m西側に位置し，坑口は海抜420 mの山腹に開口している．坑口は幅約3m,高さ
2.5m,坑道は1幅1.8m,高さ1.5m～1.8mで，北向きに水平に延びている．入り口付近は水深30
̅ 60cmに水没している. 30m地点と40m地点に高さ約4mのホールがあり, 80m地点には若干の
鍾乳洞状の生成物がある. 95m地点右側に大きな斜上坑があり崩落により坑道が著しく狭まって
いる．坑道はこれより奥に続き，かつての採掘現場である天井高30mにも及ぶ大ホールや迷路状
の坑道があると言われるが，調査は斜上坑のある95m地点までとした．
岩屋鉱山本坑はかつては銅，亜鉛などを生産したが，昭和30年以降は閉山し廃坑となっている．

久喜鉱山本坑からは北東1 .2kInに位置し，海抜420 mの谷に坑口がある．入り口は小さく直径1m
の穴で，入り口から5mの所に幅3.5m,高さ4mのホールがあり，ホールの天井の一部が崩れ
て直径1mの穴が外部に開いている．坑道は岩盤性で1Ig1.8m,高さ7mの水平坑であり，南進
して入り口から11mの所で直角に折れて東進し，さらに7mの所で再び直角に折れて南進して，
さらに11mの所で奥に突き当たる．奥部は二又する袋状のホールとなっており，中央部に斜上す
る縦坑と,下方に伸びる水没した縦坑が井戸状に開口している.水没している縦坑が本坑で数十m

の深さがあると言う洞床は入り口から7m地点から約15mにわたって水深25cmに水没している．
調査は入り口から最奥部までの35mの範囲で行った．

2．調査方法
洞穴性コウモリの越冬と繁殖の状況を調べることを目的として, 2001年の1月と7月と9月に

各坑1回ずつの調査を行った．各坑の調査日は次のとおりである．久喜鉱山本坑：1月11日,7
月17日,9月29日，久喜鉱山大横谷坑:1月11日,7月12日,9月28日，岩屋鉱山本坑:1月18
日，7月12日，9月28日 この他に久喜鉱山本坑については1997年から2000年の間に計6回の予
備的観察を実施している．

調査は午後夕刻までに行い，著者ら2名が坑道を踏査し，コウモリの種と数を記録し，写真撮
影することを主なこととしたその他，温湿度の計測や坑道概略地形の計測を行った．これらの
調査は入坑による攪乱を避けるために，必要最少限の内容と回数とした．コウモリの同定は調査
現場での観察によったが，ノレンコウモリについては調査後の映像資料からの同定である．なお，
同定に当たっては，秋吉台自然科学博物館副館長の中村久氏，同元館長の庫本正博士から助
言をいただいた．その他，調査現場ではバット・デイテクター(Ultra Sound Advice Mini-2)を
用いて音声による確認をした．
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1．越冬期の調査
1）久喜鉱山本坑
2001年1月11日に，本坑坑口から通称十文字までの360 m区間を調査し,4種のコウモリの生

息を確認した(図2の1，表1)．当日は雪が激しく降っており，15:00現在の外気温は2.4℃であっ
た．洞温は坑口で3.4℃, 60m地点で8.4℃, 180m地点で13.3℃, 300m地点で17.3℃，調査終点
の360 m地点で17.1℃であった．
キクガシラコウモリは，坑口から60m～80m地点にかけて6頭, 100m地点に1頭, 170m付近

に4頭の計11頭を確認した．いずれも単独で，翼で体をおおい坑道天井から下垂し，光を当てて
も動かなかった．

コキクガシラコウモリは，坑口から80m～90m地点にかけて単独で10頭がいた後, 170m地点
で前後20mにわたる大きな粗群塊を形成して約1 500頭が越冬していた（図版1 -A)．個体同志は
密着せず，各個体間が離れて天井の岩より下垂していた．粗群塊形成地点の温度は13.3℃であっ
た．その後230 m地点と300 m地点に各1頭を発見した．
ユビナガコウモリは，坑口から40m～60m地点にかけて，単独 小群あるいは多数の個体が密

着した密群塊をつくり，約400頭が越冬していた.特に, 50m地点では天井から側壁にかけて約300
頭の密群塊を形成していた（図版1 -B).ライトを当てると多少動き，しばらく後に一部が飛ん
だ．群塊形成地点の温度は約7.0℃であった. 60m地点より奥にはユビナガコウモリは見られな
かった．

これらの3種のコウモリの他に，テングコウモリが1頭, 150m地点の岩壁のすき間で越冬し
ており，光を当てても動かなかった（図版1 -D).
2）久喜鉱山大横谷坑

2001年1月11日，坑口から95mの所にある崩落した斜上坑までの区間を調査したが，コウモリ
は全く発見できなかった．斜上坑より奥もバットデイテクターを用いて探索したが，コウモリの
生息反応はなかった．各所に堆積したグアノがあり，コウモリの季節的な生息が伺えた．外気温
は2.9℃，洞温は95m地点で16.4℃，坑口付近の温度は計測を遺漏したが，入坑するとカメラの
レンズが即時に結露するほど温潤であった．
3）岩屋鉱山本坑
2001年1月18日，坑口から最奥部までの35mの区間を調査し，越冬中の2種のコウモリを確認

した（図3の1，表2）．
キクガシラコウモリは，坑口から13mの地点より奥の全域の天井に密群塊を形成して垂下して

いた．10～50頭ほどの個体からなる密群塊が18群と単独個体を合わせ497頭を数えた．光を当て
ると多少動いたが調査中も一部を除いては覚醒せず，冬眠の状態であった（図版2-A, B).
モモジロコウモリは，入|ツロから7m～12mの間に単独で3頭が発見された．凹凸のある天井

から斜めに垂下または天井に張りつき，光を当てても全く動かなかった（図版2 -C).
洞の外は積雪40cm, 16:00の外気温は2.5℃であった．坑口から3mのホールでは3.9℃, 15mの

結 果
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洞中央部では4.8℃，洞最奥部では5.8℃であった

2．繁殖期の調査
1）久喜鉱山本坑

2001年7月17日，久喜鉱山本坑の坑口から360 mまでの区間を調査し,5種のコウモリの生息
と4種のコウモリの繁殖を確認またはそれに準じる知見を得た（図2の2，表1)．
キクガシラコウモリは,坑口から120 m付近に単独個体が5頭, 240m～270 m地点にかけては10

頭～50頭の密群塊が14群，約400頭が生息していた．この密群塊はいずれもほとんどの個体が幼
獣を抱いている保育集団であった（図版3 -B).幼獣は親よりも少し小さ<,灰茶褐色の体毛を
もち，多くは親に抱かれていたが，すでに自力で飛ぶことができるものもいた．
コキクガシラコウモリは，坑口110 m地点から出現し, 120m～200 m地点にかけては30頭～200

頭の密群塊を9カ所で形成していた．この群塊の中には体色が灰褐色を帯び成獣より少し小さい
幼獣が少数含まれていた（図版4-C). 230m地点では20頭ほどの群塊の中に幼獣を上向きに抱
えたメス2頭を確認した（図版4-A). 270m～290 m地点にかけても30頭～100頭の密群塊が6
カ所あり，少数の幼獣を含んでいた．330 m地点にも15頭の密群塊があり，うち2頭が幼獣を抱
いていた．本調査区間で見られたコキクガシラコウモリは合計約1.200頭で，幼獣と確認できる
ものはそのうちの5％程であった．

モモジロコウモリは, 170m地点にノレンコウモリ，ユビナガコウモリとの約100頭の3種混生
群塊をつくり，そのうちの約60頭がモモジロコウモリであった．体の大きさがやや小さく体色が
灰黒色の幼獣が含まれており，モモジロコウモリの繁殖が確認できた（図版5 -B).また, 280m
地点にもノレンコウモリ，ユビナガコウモリ，コキクガシラコウモリとの約180頭の4種混生群
塊が見られ（図版5 -A) ,そのうちの約120頭がモモジロコウモリであった．この群塊において

もモモジロコウモリの幼獣が確認できた.その他260 m～270 m区間のキクガシラコウモリや280 m
地点のコキクガシラコウモリの密群塊中にも幼獣を含む10頭～20頭のモモジロコウモリが見られ
た 以上調査区間中に見られたモモジロコウモリは合計約200頭で，幼獣18頭が確認できた．
ノレンコウモリは, 170m地点のモモジロコウモリなどとの3種混生群塊中に約30頭が含まれ

ていた. 280m地点の4種混生群塊中にも約20頭が含まれており，さらに260 m地点のキクガシラ
コウモリの密群塊中や（図版6-B), 300m地点のコキクガシラコウモリの群塊中にも見られ，
特に280 m地点のコキクガシラコウモリが飛び立った後には灰黒色の体毛をもった幼獣を含むノ
レンコウモリの保育集団が認められた（図版6 -A).調査区間中のノレンコウモリは約70頭と推
計された．

ユビナガコウモリは, 140m地点で初めて1頭出現し, 170m地点の3種混生群塊中に約10頭，
240 m～260 m地点のキクガシラコウモリの群塊中などに17頭がいた．280 m地点の4種混生群塊
中にも約30頭が混入しており，区間中に見られたユビナガコウモリは約60頭であった．ユビナガ
コウモリの幼獣は確認できなかった．

15：00の外気温は26.5℃,湿度は59％で,坑口から5mの地点では20.0℃, 170m地点では20.5℃，
湿度81%, 360m地点では20.0℃，湿度81%であった．
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図2久喜鉱山本坑のコウモリ生息状況

』

- 6 4 -

〃ユビナカｺｳﾓﾘ

ｅ
 
ｄ



群 番 号 構 成 種

(2001 1 . 11)

ユビナガコウモリ

キクガシラコウモリ

コキクガシラコウモリ

テングコウモリ

キクガシラコウモリ

コキクガシラコウモリ

繁殖期(2001 . 7.17)

2 - a キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

2 - b コ キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

2 - c モ モ ジ ロ コ ウ モ リ

ノレンコウモリ

ユビナガコウモリ

2 - d コ キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

2 - e キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

2 - f コ キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

モモジロコウモリ

ノレンコウモリ

ユビナガコウモリ

コキクガシラコウモリ

キクガシラコウモリ

(2001 . 9 . 29)

ユ ビナガコウモリ

ユビナガコウモリ

3 - c コ キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

3 - d ユ ビナ ガ コ ウ モ リ

群番号は図2に対応する

表1 久喜鉱山本坑のコウモリ生息状況

個 体 数 群 形 状

密 群 塊 単 独

単独

単独

単独

単独
粗 群

単独

密 群 塊 9 群

三種混生群塊

三種混生群塊

三種混生群塊

密 群 塊 1 群

密群塊 14群

密 群 塊 7 群

単 独 小 群

単 独 小 群

幼獣少数

幼獣多数

一部の群塊にモモジロコウモリ，ノレ
ンコウモリ，ユビナガコウモリを含む

幼獣少数，一部の群塊にモモジロコウ
モリ，ノレンコウモリを含む

幼獣含む

コキクガシラコウモリ2，キクガシラ

コウモリ少数が飛ぶ

キクガシラコウモリ1頭を含む

幼獣少数

幼獣含む

備 考

5

900

60

30

10

20

400

2 - h

300

57

43

単 独
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1越冬期（2001.1.18）

坑 口 ～

崩 落 穴

2繁殖期（2001.7.12）

ｰ

図3 岩屋鉱山本坑のコウモリ生息状況

群 番 号 構 成 種

-b

3-1 冬眠期(2001 . 1 . 18)

1 - a モ モ ジ ロ コ ウ モ リ

1 - b キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

表2 岩屋鉱山本坑のコウモリ生息状況

3-2 繁殖期(2001 . 7 . 12)

2 - a キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

個 体 数 群 形 状

群番号は図3に対応する

3 単 独

4 9 7 密 群 塊 小 群 単 独

備 考

3 5 0 密 群 塊
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2）久喜鉱山大横谷坑

2001年7月12日，久喜鉱山大横谷坑の入り口から95m地点までの区間を調査し,4種のコウモ

リの生息と2種のコウモリの繁殖を確認した．
キクガシラコウモリは，入り口から30mの地点の高さ4mのホールの天井に約150頭の密群塊

を形成しており，成獣のほとんどが幼獣を抱いている保育集団であった.  30m～55mまでの区間
にも3群約40頭が幼獣を含む密群塊を形成していた．

コキクガシラコウモリは入り口から80m地点で数頭が飛んだのみであった．また，バットデイ
テクターで, 105kHzを中心としたピポパポ音を受信した．
モモジロコウモリは，入り口から30m地点の高さ4mのホールの天井のキクガシラコウモリの

保育集団に混じって少数が確認された．キクガシラコウモリが飛び立った後には天井の岩壁を這
う灰黒色の幼獣が見られ，モモジロコウモリの繁殖が確認された（図版5 -C).
ユビナガコウモリは，入り口から40m～70m地点の間で数頭が飛んだのみである．バットデイ

テクターで, 55-60kHzを中心としたダダダダ音を受信した．

15 :00の外気温は22℃であった．キクガシラコウモリの繁殖が見られた坑口から30m地点の気
温は18.0℃，調査終点の95m地点の気温は17.7℃であった．坑口にマムシ1頭が見られた．
3）岩屋鉱山本坑

2001年7月12日，岩屋鉱山本坑の全区間35mを調査し，キクガシラコウモリの生息と繁殖を確
認した．坑口から15mの地点からキクガシラコウモリの密群塊が現れ始め，洞奥を中心に10頭～
80頭の密群塊が11カ所あった（図3の2，表2)．いずれの群塊においてもほとんどの個体が幼
獣を上向きにして抱いており，キクガシラコウモリの保育集団であった（図版3-A). 190頭の
成獣が数えられ，幼獣を含めて生息数は約350頭と推計された．キクガシラコウモリ以外の種は
見られなかった．

13:00の外気温は22.1℃であり，坑口から3mの地点では19.0℃，坑道最奥では18.0℃であった
最奥部の岩壁にアオダイショウ1頭が見られた．

3．分散期の調査

1）久喜鉱山本坑

2001年9月29日，坑口から360 mまでの区間を調査し,3種のコウモリの生息を確認した（図
2の3，表1）．
キクガシラコウモリは，坑口から200 m付近を少数が飛んだのみで，その数は10頭以下であった
コキクガシラコウモリは, 190m～360 mの区間にいずれも単独で4頭が発見されたのみであっ

た．そのうちの1頭は体がやや小さく，当歳の幼獣と思われた．調査終点より奥についてもバッ
トデイテクターで観察したが，時折105kHz付近でピポパポ音が聞こえるのみであった．

ユビナガコウモリは，坑口から30m～170 m地点と210 m～270 m地点に分かれ，それぞれ57頭
と43頭が数えられた．そのほとんどは単独で天井から斜垂下しており，時折2～5頭の小群が見
られた．150 m地点と250 m地点付近には特に多く分布しており，また，調査終点横の支坑には100
頭余りが飛んでいた．

調査区間より奥に生息している可能性があるため，同日18:30～19:00の間，夕暮れ時の出洞数
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をカウントした．バツトデイテクターと目視確認の併用により，ユビナガコウモリ約450頭の出
洞を確認した．出洞は19:00を過ぎても続いたが残照が消え空が暗くて確認しにくいので19:00に

終了した．キクガシラコウモリの出洞は2頭確認したのみで，コキクガシラコウモリの出洞は確
認できなかった．

15:00の外気温は17.4℃，湿度は46% ,坑口から150 m地点の気温は18.0℃, 360mの調査終了
地点の気温は19.4℃，湿度84％であった．坑口から30m地点の岩壁にアオダイショウ1頭が見ら
れた．

2）久喜鉱山大横谷坑
2001年9月28日，坑口から95mの区間を調査した．40m地点でコキクガシラコウモリが1頭飛

んだだけで，他には発見できなかった．調査終了地点より奥をバットデイテクターを用いて観察
したが，キクガシラコウモリ，コキクガシラコウモリ，ユビナガコウモリの発する超音波をそれ
ぞれ1回，2回，1回受信したのみであった．
15:00の外気温は15.2℃，湿度は63%,坑口から30m地点の気温は16.1℃, 70m地点では16.5℃，

95m地点では16.3℃，湿度81%であった．坑口にマムシ1頭が見られた．
3）岩屋鉱山本坑
2001年9月28日，坑口から全区間35mを調査したが，最奥部にキクガシラコウモリ2頭がいた

のみであった．
17:00の外気は14.1℃，湿度58% ,坑道入り口から3m地点では15.2℃，最奥部では15.3℃，

湿度79％であった．

近接する久喜鉱山本坑，久喜鉱山大横谷坑，岩屋鉱山本坑の3洞は，立地環境，標高，坑道の
大きさや形状においてはよく似ている．しかし，坑道の長さや洞温においては著しい差異を認め
ることができる．

すなわち，久喜鉱山本坑は洞奥の温度は冬期には約17℃，夏期には約20℃，洞口付近の温度は
冬期には5℃，夏期には20℃であり，特に冬期には外気の影響を受けて坑道内に段階的な温度相
をもつ洞窟である．一方，久喜鉱山大横谷坑は冬期も夏期も洞奥は17℃前後で，洞口付近は冬で
も温かく，外気の影響をあまり受けない洞窟である．また，岩屋鉱山本坑は洞奥でも冬期に5℃，
夏期には18℃と外気の影響をまともに受ける洞窟である．今回観察した6種の洞穴性コウモリは，
3洞の性質を使い分けて生息していた
コウモリの越冬が見られたのは久喜鉱山本坑と岩屋鉱山本坑の2洞である．久喜鉱山本坑では

キクガシラコウモリ，コキクガシラコウモリ，ユビナガコウモリ，テングコウモリが越冬してい
た．その中でもコキクガシラコウモリの粗群越冬集団は約1 500頭もの集団で，これまでに島根県
内で確認されている江津市川平町の廃坑の350頭（大畑1989) ,益田市蟠竜湖間歩の60頭（澤田
1996)，あるいは広島県大野町の廃坑での391頭（おおの自然の森1993）を上回る島根・広島両
県内最大の越冬集団であった．著者らは1 999年3月3日にも同規模の越冬集団を見ており，久喜
鉱山本坑には毎年コキクガシラコウモリの大きい越冬集団が形成されるものと思われる．

考 察
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ユビナガコウモリの越冬集団は約300頭と中規模であったが, 1997年と1 999年にも同規模の越
冬集団を見ている．島根県内のユビナガコウモリの越冬は大田市石見銀山大久保間歩で8,000頭
もの大集団が発見されているが（大畑1991) ,他には200頭ほどの越冬が2カ所で確認されてい
るだけである（澤田1996)．2000年6月29日の調査では翼帯をつけたユビナガコウモリの死体を
久喜鉱山内で採集したが，これは1993年12月26日に大畑純二氏により浜田市宇野廃トンネルで着
装されたものであった（大畑私信)．これにより久喜鉱山で越冬するユビナガコウモリは島根県
中部の沿岸部に生息する群れと交流があることが示された．

岩屋鉱山本坑ではキクガシラコウモリとモモジロコウモリの越冬が見られた．モモジロコウモ
リ.は単独で3頭のみであったが，キクガシラコウモリは500頭もの群れで，太田市石見銀山大久
保間歩の300頭の越冬群（澤田1996）を上回る規模であった．また，久喜鉱山大横谷坑ではコウ
モリの越冬は見られなかった

以上のように，久喜鉱山本坑，久喜鉱山大横谷坑，岩屋鉱山本坑の3洞はコウモリの越冬状況
がそれぞれ異なっていた それは各洞の洞温の違いによるものと思われる．久喜鉱山本坑は5℃
～17℃もの温度範囲をもち，ユビナガコウモリは7℃，キクガシラコウモリは8℃～13℃，テン
グコウモリは11℃，コキクガシラコウモリは13℃付近で越冬していた．岩屋鉱山本坑の多数のキ
クガシラコウモリが越冬していた地点の温度は4.8℃～5.8℃であった．これら各コウモリが選択
していた越冬温度は沢田（1982）や庫本（1985）に総説されている越冬場所の温度，すなわちキ
クガシラコウモリ3～10℃，ユビナガコウモリ58℃，コキクガシラコウモリ9～15℃とよく一
致していたまた久喜鉱山大横谷坑で越冬が見られなかったのは，大横谷坑が坑口付近まで15℃
ほどの温度があり，高温で冬眠しにくいためと思われる．同一地域にありながら洞温に違いをも
つ3洞に5種のコウモリが住み分けて越冬している様子は興味深い．

今回の調査では，キクガシラコウモリ，コキクガシラコウモリ，モモジロコウモリ，ノレンコ
ウモリの4種のコウモリの幼獣が確認された．

キクガシラコウモリは久喜鉱山本坑で幼獣を含めて400頭の保育集団，久喜鉱山大横谷坑では
同じく150頭，岩屋鉱山本坑では同じく350頭の保育集団が見られ，3洞すべてで繁殖が確認され
た．これまでに島根県内においては大田市の海食洞2カ所で，また広島県内では大野町の廃坑(お
おの自然観察の森1993 b )や東城町の鍾乳洞（松村1 985)などで，それぞれ50頭以下のキクガ
シラコウモリの繁殖集団が確認されていたが，久喜と岩屋の3洞における本種の繁殖集団の規模
ははるかに大きく，久喜・岩屋は島根・広島両県にわたる広い地域群の繁殖洞となっている可能
性がある．

コキクガシラコウモリの繁殖は，久喜鉱山本坑のみで確認された．しまねレッドデータブック
（1997）によるとコキクガシラコウモリの繁殖は島根県内では確認されておらず，久喜鉱山にお

ける繁殖は島根県での初認になる．しかし，久喜鉱山本坑で確認された幼獣は成獣1,200頭の約
5％程であり，本来コキクガシラコウモリは多数の幼獣を含む出産保育集団を作るとされること

（庫本1987他）に対して少数である．このことについて著者らは，2000年6月24日の調査でも
さらに小さい幼獣を抱く雌3頭を確認しており（図版4 -B) ,久喜鉱山本坑の調査区よりさらに

奥に大きな出産保育集団があって，その一部が調査区間内に出てきて確認された可能性が高いと
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考えている．
モモジロコウモリは，島根県内12カ所で生息が確認されているが個体数は多くはなく，大きい

群れでも50頭くらいである（島根県1998)．今回の調査で，久喜鉱山本坑で約200頭のモモジロ
コウモリが確認された．また，久喜鉱山本坑と大横谷坑において幼獣が確認され，両坑は本種の
繁殖洞として重要な洞窟であることが明らかになった．
今回の調査では，久喜鉱山本坑において，キクガシラコウモリやコキクガシラコウモリの密群

塊に混じって，あるいはモモジロコウモリとの混生群塊中にノレンコウモリの成獣と幼獣が観察
された．ノレンコウモリは12都道府県から記録があるが，現在生息の確実な洞窟は九州南部と秋
吉台の2カ所に過ぎない希なコウモリである（日本哺乳類学会1997)．広島県では生息の確認が
なく，島根県では大畑(1989 b )が温泉津町のトンネル内で休息中の3頭を確認したのみで生息
洞は知られてなかった．したがって，久喜鉱山本坑でのノレンコウモリは生息頭数も推計70頭と
多く，幼獣も見られており，本洞は島根・広島両県のみならず，日本全体の中でも重要な位置を
占める生息洞の可能性がある．なお，今回の本種の確認は写真からの鑑定であり標本を得ていな
い．また，船越（1988）や庫本(1985 b )によると混生している種がモモジロコウモリやユビナ
ガコウモリであるが，本洞ではモモジロコウモリ，ユビナガコウモリのみならず，キクガシラコ
ウモリやコキクガシラコウモリとの混生も見られることなど従来の知見との相違がある．今後捕

獲して確認を進めたい．
なお，今回の調査では，坑口付近の洞内でしばしばアオダイショウやマムシに遭遇したことを

記した．これら2種は小型哺乳類を主食とするヘビであり，コウモリの捕食に関連して坑道内に
侵入したものと思われる．

久喜・岩屋の地域には，キクガシラコウモリ，コキクガシラコウモリ，モモジロコウモリ，ユ
ビナガコウモリなど，多い時期には2,500頭以上もの洞穴性コウモリが生息していることが明ら
かになった 一般に多数のコウモリが生息するには多数の昆虫が必要であり，地域に豊かな生態
系が必要である．キクガシラコウモリやコキクガシラコウモリの日常的な行動圏とされる20 km̅

30 kinの範囲（庫本1986, 1987)は，島根県瑞穂町・羽須美村と広島県美土里町・大朝町の4町
村を中心とする地域である．これらの地域は，西中国山地の脊梁部の山麓に当たり，山，川，田
畑，ため池，小湿地，草地などがモザイク状に散在しており，著者らの観察においても，キツネ
1/W"es ""jp9s,テンハ伽'彫s wze""ゆ11S,ニホンノウサギL“zIs 67nc"""js,オオルリCya伽”"jα
⑳α"0"犯I"",サンコウチョウTe7ps〃加伽eα"りc(z""",イシガメ Mm,"惣？"j's /"07"",オオサンショ
ウウオA7'd"(zs /"0'"c"s,カスミサンショウウオHw'0b"s 7@gl)"10s"s,ニホンヒキガエルB岫
j(Ij)01"c"s /"07""js,オヤニラミs伽妙e庇αルαf"α"12 6(z",アカザ〃0I)agwLs 7"",ゲンゴロウ
の"s"γ岬071ic"s,ウスバシロチョウPαγ|)"ss"s gl"i(z"s gl(zcjα"S,ゴマシジミM(zc"""eaje"伽S7
ハッチョウトンボMzl""伽αpygｻ"α“などが確認され，まだ里山としての豊かな生物相を残し
ている（桑原2000)．久喜・岩屋に生息している多数のコウモリはこれらの生物に代表される地
域の豊かな生態系に支えられているといえる．

この地域に多数のコウモリが生息していることには，もう一つ重要な要素がある．それはこれ
ら3洞が廃坑になって以来約100年間，人知れず静寂の内に時が経過したことである．「天領久喜

- 7 0 -



鉱山誌」（瑞穂町1987）には昭和20年代には久喜鉱山がコウモリの天国であったことが記されて
いる．長年にわたりコウモリによって利用されてきたこれらの洞窟が今後も静寂を保ち荒れるこ
となく存続することを願って止まない．

本研究を行うにあたり，コウモリの同定ならびに生態について多くのご指導をいただきました
秋吉台科学博物館副館長の中村 久氏ならびに前館長の庫本 正博士に心よりお礼申しあげます
また，島根県のコウモリの分布や形態についてご指導をいただきました島根県立三瓶自然館の
大畑純二氏にお礼申しあげます．また，本鉱山を案内していただいた三上福三氏，本鉱山につい
て様々な情報を提供していただいた高川秀夫氏，酒井隆司氏，土佐房之助氏を始めとする瑞穂町
の方々，本調査を支援していただきました瑞穂町教育長の三宅正隆氏を始めとする瑞穂町教育委
員会の皆様，文献の恵贈ならびに貴重な助言をいただきました鹿児島国際大学の船越公威教授，
富山市ファミリーパークの村井仁志氏，広島市安佐動物公園の畑瀬淳氏，広島県立原養護学校
の上野吉雄博士，広島大学の渡辺一雄教授に厚くお礼申し上げます．

島根県邑智郡瑞穂町の久喜鉱山と岩屋鉱山の廃坑において洞穴性コウモリの生息状況を調査
した．

越冬期の調査では，久喜鉱山本坑でキクガシラコウモリ11頭，コキクガシラコウモリ約1,500
頭,ユビナガコウモリ約400頭,テングコウモリ1頭,岩屋鉱山本坑でキクガシラコウモリ497
頭の冬眠を確認した．
繁殖期の調査では，久喜鉱山本坑でキクガシラコウモリとモモジロコウモリの保育集団とコ
キクガシラコウモリとノレンコウモリの幼獣が観察された．久喜鉱山大横谷坑でもキクガシ

ラコウモリとモモジロコウモリの保育集団が，岩屋鉱山本坑では約350頭のキクガシラコウ
モリの保育集団が確認された．

久喜鉱山本坑は，島根・広島地域で最大のコキクガシラコウモリの越冬洞であることが確認
された．

久喜鉱山本坑は，全国的にも希少なノレンコウモリの繁殖洞である可能性が示された．
岩屋鉱山本坑は，島根・広島両県内最大規模のキクガシラコウモリの越冬・繁殖洞であるこ
とが確認された．

阿部永 1994 日本の哺乳類 196pp 東海大学出版会
おおの自然観察の森 1993a大野町の廃坑に生息するコウモリの季節的消長 おおの自然観察の森研究報告

2 ： 3 - 4
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沢田 勇1 982日本産洞穴棲コウモリの冬眠 遺伝36 (2 ) : 34 -39
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日本哺乳類学会 1997 レッドデータ日本の哺乳類 280pp 文一総合出版
広島県編 1995 広島県の絶滅のおそれのある野生生物レッドデータブックひろしま437pp

広島県環境保健協会
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前田喜四雄200 1日本コウモリ研究誌 翼手類の自然史204pp東京大学出版会
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2001年12月14日受付; 2002年2月18日受理

越冬期の久喜鉱山本坑

A :コキクガシラコウモリの粗群塊

B :ユビナガコウモリの密群塊

C : キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ と コ キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

D !冬眠中のテングコウモリ

久喜鉱山本坑

久喜鉱山本坑

久喜鉱山本坑

久喜鉱山本坑

200 1年1月11日

200 1年1月11日

200 1年1月11日

2001年1月11日

図 版 1
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図 版 1
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図 版 2
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月18日

月18日

月18日

月18日

越冬期の岩屋鉱山本坑

A :キクガシラコウモリの越冬状況

B :キクガシラコウモリの越冬群塊

C :単独で冬眠中のモモジロコウモリ

D : 岩屋鉱山本坑坑道

岩屋鉱山本坑

岩屋鉱山本坑

岩屋鉱山本坑

岩屋鉱山本坑

2001年1

200 1年1
2001年1

2001年1



図 版 2

(】
唖

S

魁
P

職
弓

- 7 5 -

壷
が
唾
血

Ｌ

、



図 版 3

キクガシラコウモリの繁殖

A :幼獣を抱くキクガシ弓

B : キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ ‘

幼獣を抱くキクガシラコウモリの保育集団

キクガシラコウモリの保育集団
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岩屋鉱山本坑

久喜鉱山本坑

2001年7月12日

2001年7月17日
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図 版 4

a 幼 獣
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コキクガシラコウモリの繁殖

A :幼獣を抱くコキクガシミ

B :幼獣を抱くコキクガシミ

C : 幼 獣 を 含 む コ キ ク ガ シ ミ

コキクガシラコウモリ

コ キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

幼獣を含むコキクガシラコウモリの群塊

久喜鉱山本坑

久喜鉱山本坑
久喜鉱山本坑

200 1年7月].7日

2000年6月29日

2001年7月17日



図 版 4
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図 版 5
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モモジロコウモリの繁殖

A:モモジロコウモリ，ノレンコウモリ，ユビナガコウモリ，コキクガシラコウモリの4種混生群塊
a モ モ ジ ロ コ ウ モ リ の 幼 獣 久 喜 鉱 山 本 坑 2 0 0 1 年 7 月 1 7 日

B : モ モ ジ ロ コ ウ モ リ の 幼 獣 久 喜 鉱 山 本 坑 2 0 0 1 年 7 月 1 7 日

C:キクガシラコウモリの保育集団に混入して繁殖しているモモジロコウモリ

a モ モ ジ ロ コ ウ モ リ の 幼 獣 久 喜 鉱 山 大 横 谷 坑 2 0 0 1 年 7 月 1 2 日
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図 版 6

ノレンコウモリの繁殖

A :ノレンコウモリの保育集団

B : ノ レン コ ウ モ リ ． モ モ ジ ロ コ ウ モ リ ， キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ の 3 種 混 生 群 塊

a ノ レン コ ウ モ リ b モ モ ジ ロ コ ウ モ リ c キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ の 幼 獣

久喜鉱山本坑 2 0 0 1年 7月 1 7日

a 幼 獣 久 喜 鉱 山 本 坑
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高原の自然史Mz"7tzI MstO7fy〃ﾉWs/1Z- Cﾉ腕Jgo" MDz"""s 7  : 85～97 (2002)

西中国山地のコウモリ相 I

上野吉雄l) .畑瀬淳2) .小柴正記3) .河津功4)
日比野政彦5）．向山 満6）．薄木奈津子7）．吉行瑞子8）

l)広島県立原養護学校．2)広島市安佐動物公園.3)広島市水道局．4)株式会社ニチエイ
5)安田女子大学．6)青森県立三戸高等学校．7)日本鋼管病院．8)東京農業大学

Bat fauna in Nishi-Chugoku Mountains l

Yoshio UENo') ,Jyun HATAsE2) , Masaki KosHIBA3) ,Isao KAwAzu4)
Masahiko HIBIKo5) ､ Mitsuru MuKoYAMA6) , Natsuko UsuGI7) and Mizuko YosHIYuKI8)

') Hara School for disadvantaged children, 73-1 Hara, Hatsukaichi 738-0031,
2) Asa Zoological Park, Asa-cho, Asakita-ku, Hiroshima 731-3355,

3) Bureau of Waterworks Hiroshi'na City, 9-32 Motomachi, Naka-ku, Hiroshima 730-0011,
4) Nichiei Co. Ltd, 22-8 Saiwai-cho, Naka-ku, Hiroshima 730-0844,

5) Yasuda Women's University, 6-13-1 Yasuhigashi, Asaminami-ku, Hiroshima 731-0153,
6) Sannohe High School, Sannohe-cho O39-0141,

7) Nihon-Kokan Hospital, 2-13-37-713 Hama-cho, Kawasaki-ku, Kawasaki 210-0851 and
8) Tokyo University of Agriculture, 1737 Funako, Atsugi 243-0034

Abstract: To study the tree dwelling bat fauna, a mist net method was used. Myo"s iﾙ0717"ﾙ01ﾉﾉ

/Me71sis was noted at Mt. Gal･yu fol･ the first time and Myo"s j)"Z"osljs was noted on Mt. Hil･otaka.
Individuals of I/@SPef""o s"9m7@s in Hiroshima were also noted fol･ the third time On Mt. Gal-yu,

P"is"℃"〃s e"oi appeared in the higher part while M "0717"""jハ帆el@sis were found in the lower
part・A habitat segregation by elevation was found between these two species・On the other hand,

M "o"""otﾉ』ん吸27@sis and M '""10sMs were segregated by mountain ranges.
◎2002 Geihoku-cho Board of Education. All rights reserved.

従来は小型コウモリ類のうち森林に生息するものを森林性コウモリと呼んでいたが，前田
(1996)は森林に生息し樹洞を昼間のねく、らに利用するコウモリ類は，樹洞性コウモリと呼ぶの

がふさわしいと提案している．そこで，本報告でも森林性のコウモリを樹洞性コウモリと呼ぶこ
とにする．これまで樹洞性コウモリの調査は東北地方（向山1990) Jig,中部地方，近畿地方，
四国，九州などについては調査されているが（前田2001)，中国地方についてはほとんど調査さ
れていない．
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図 1 調 査 地 の 概 略 図

そこで筆者らは中国地方のうち比較的自然林が残されている西中国山地について，コウモリ相
を明らかにするために本調査に取り組んだ．西中国山地における樹洞性コウモリに関する報告は，
春山ら（1959）が最初であろうこれは樽床ダム建設のための学術調査で，三段峡と八'幡高原を
調査地域としたものである．そのなかで，樹洞性コウモリとしてニホンヤマコウモリノYyc""s
I(zsiOi)te"jsα抑aj0''が記録されているが，標本が現存せず，その詳細は不明である．また，上野ら
(1996)は広島県芸北町の哺乳類について報告し，樹洞性コウモリとしてモリアブラコウモリ

P"is"杉""s e"0j,テングコウモリハ伽""" le"cOgaste73 コテングコウモリM "ss""e"sisを記録し
ている．

広島県西部から北西部にかけては吉和冠山(1,339m) ,広高山(1,271m) ,恐羅漢山(1 , 346.4m) ,

臥竜山(1,223.4m) ,掛頭山(1 ,126.1m) ,天狗石山(1,191.8m) ,阿佐山(1 ,218.2m)など
の1,000m級の山々が連なり，西中国山地を形成している（図1).それらのうち臥竜山と広高山
を調査地に選定した.調査地のひとつである臥竜山(西中国山地, 132｡10' E, 34｡41. N, 1,223.4m)
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調査地の概要
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は広島県北西部に位置している（図1，図版1 -B)．標高約1 ,100m以上はブナFtzgzzs c7@""αの
成熟林であり，それ以下はブナが優占種で，他にミズナラQ"87℃秘S "107“"c(z var. g7Ossese"tz",
トチノキA es""郡s"γb伽α虹，サワグルミP#emc"yαγﾉ20晩"α，イタヤカエデA cg7' 7"0抑などから
なる夏緑広葉樹林帯である．もうひとつの調査地である広高山（西中国山地132｡4' E, 34｡29'
N, 1,271m)は広島県西部に位置している（図1,図版2 -B).ここも標高約1,100m以上はブ
ナ帯であり，それ以下はトチノキ，サワグルミ，カツラCc"id〃剛""" /"07Mc""などからなる
夏緑広葉樹林帯である．

コウモリの捕獲はカスミ網（24メッシュ）を用いて行った．コウモリが採食のために飛翔する
と思われる林道を遮るようにカスミ網を張って待機した．この際，バット・ディテクター
(Ultra Sound Advice Mini-2)を用いてコウモリの通過を確認した．捕獲された個体については

性・年齢や繁殖状態を調べ，デジタルスケール(Tanita l476,最小目盛0. 19)で体重を量り，
ノギス(Mitutoyo DIGPA,最小目盛0. 1m)で外部形態を測定した後，写真撮影して放獣した．
なお，外部測定は生体で測定した．

カスミ網による調査の結果確認されたヒナコウモリ科に属するコウモリについて以下に記述す
る．なお，学名および配列はYoshiyuki (1989)によった．

フジホオヒゲコウモリ Myo"s /Me"sis lmaizumi, 1954
採集地：広島県山県郡芸北町臥竜山 標高: 850m
採集年月日：2001年8月4日 天候：晴れ
調査者：上野吉雄，小柴正記，田邊 学，木坂哲也，村田耕一郎
測定値：メス成獣前腕長35.2mm 体重5.39 耳長10 . 0mm 脛骨長15.9mm後足長7. 1mm
第1指長5.9mm  (図版1 -C,  D)

測定値：オス幼獣前腕長34. 1mm 体重4.79 耳長10. 2mm 脛骨長15 . 6mm 後足長6.7mm
第1指長6. 1mm

臥竜山山麓の標高850 mの地点で2個体のフジホオヒゲコウモリを採集したこれは中国地方
で初めての記録である．採集地点の植生は，高木層にミズナラ，クリC"""" c"7"",ウワミ
ズザクラPγ'"1"S g7tly""などが見られ，低木層にオオカメノキI/i 6""伽""ん"α脚""'ハイイヌガ
ヤC"alotα"〃s """71g#0"" v ar.伽α"q,タンナサワフタギSy'"Jocos co"""などが見られるブナ帯
下部の夏緑広葉樹林である（図版1 -A).
捕獲時刻はそれぞれ20時30分と23時30分であった．この地点はバット・デイテクター(50kHz)

調 査 方 法

調 査 結 果
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によりホオヒゲコウモリ類の飛翔が頻繁に確認された

クロホオヒゲコウモリ M ""7@os"s Yoshiyuki, 1971
採集地：広島県佐伯郡吉和村広高山山麓標高: 850m
採集年月日: 2001年8月1日天候：曇り
調査者：上野吉雄，畑瀬 淳，船越公威，寺山美穂子，島津幸枝
測定値：オス幼獣前腕長30.8m''' 体重3.59耳長10. 3mm 頭胴長40.0,nn1尾長34 . 5mm,
脛骨長14. 1mm 後足長8.3mm 第1指長6.2mm    (図版1-E, F)

採集地：広島県佐伯郡吉和村広高山山麓標高: 750m
採集年月日：2001年8月18日 天候：晴れ
調査者：上野吉雄，小柴正記
測定値：オス成獣前腕長32 . 8mm 体重3.59

広高山山麓の標高850 mおよび750 mの2地点で2個体のクロホオヒゲコウモリを採集した．こ
れは中国地方で初めての記録である．採集地点はいずれも渓流沿いで，植生は高木層にスギ
CM)#0ｻ"e"(z j"0'"",トチノキ，サワグルミ，カツラなどが見られ，低木層にオオバアサガラ
Pte"s"'" "sl〃α，ナガバモミジイチゴR仰I)"s "j畑α"S"ヤマアジサイIM'twg" se"邨如 など
が見られるブナ帯下部の夏緑広葉樹林である（図版2 -A).
捕獲時刻はそれぞれ22時10分と23時30分である．標高750 mの地点はバット・デイテクター
(50kHz)によりホオヒゲコウモリ類の飛翔が頻繁に確認された．

モリアブラコウモリ P"s加"伽s e"0j lmaizumi,  1959
採集地：広島県山県郡芸北町臥竜山標高: 1,080m
採集年月日：2001年7月28日 天候：晴れ
調査者：上野吉雄，小柴正記
測定値：オス成獣前腕長31 . 1nlIn体重5.39  (図版2-D, E)

採集地：広島県山県郡芸北町臥竜山 標高
採集年月日：2001年8月15日 天候：晴れ
調査者：上野吉雄，河津 功，日比野政彦
測定値：メス成獣（妊娠） 前腕長33 . 5mm

1，130 m

体重9.09  (図版2 -F)

臥竜山の標高1,080mおよび1,130mの2地点でモリアブラコウモリを採集した．採集地点の植
生はいずれも高木層にブナ，トチノキ，イタヤカエデなどが見られ，低木層にクロモジL伽dg7n
""I)e"α"，オオカメノキ，タンナサワフタギなどが見られるブナ帯の落葉広葉樹林である（図版
2 -C).
捕獲時刻はオス成獣が22時50分，メス成獣が21時である．両地点ともバット・デイテクター

- 8 8 -



(50kHz)および目視によりモリアブラコウモリの飛翔が頻繁に確認された

ヒナコウモリ I/@Speγ""0 s"""@s s"""1s Tholnas, 1898
採集地：広島県山県郡芸北町臥竜山標高: 1,000m
採集年月日：1999年8月16日 天候：晴れ
採集者：日比野政彦

測定値：メス成獣 前腕長49 . 5mm 体重21.19  (図版3-B, C)

臥竜山の標高1,000mの地点でヒナコウモリを採集した．これは鳥類標識調査のカスミ網にか
かったものであり，広島県内で3頭めの記録である．採集地の植生は高木層にブナ，ミズナラ，
トチノキなどが見られ，低木層にクロモジ，オオカメノキなどが見られるブナ帯の落葉広葉樹林
である（図版3 -A).捕獲時間は5時30分である．

ニホンコテングコウモリMM伽as"〃α"c(z Yoshiyuki, 1983
採集地：広島県山県郡芸北町臥竜山標高: 850m
採集年月日：2001年7月22日 天候：晴れ
調査者：上野吉雄，向山満，吉行瑞子，薄木奈津子，寺山美穂子，島津幸枝
測定値：メス成獣 前腕長31 .4mm 体重6.89  (図版3 -D)

臥竜山の標高850mmの地点でニホンコテングコウモリを採集した．この地点はフジホオヒゲコ
ウモリを採集したのと同一地点である．捕獲時刻は20時である．

採集地：広島県佐伯郡吉和村広高山山麓標高: 850m
採集年月日：2001年8月1日 天候：曇り
調査者：上野吉雄，畑瀬淳，船越公威，寺山美穂子，島津幸枝
測定値：オス幼獣前腕長30. 1mm 体重5.09 頭胴長46n,m 尾長31mm 脛骨長15. 2mm
後足長8.5mm 第1指長8.7mm (図版3 -E)

広高山の標高850 mの地点で1個体のニホンコテングコウモリを採集した．この地点はクロホ
オヒゲコウモリを採集したのと同一地点である．捕狸時刻は22時10分である．

フジホオヒゲコウモリは1954年に新種記載された種であり(Imaizumi l954) ,これまでに本州
北部と中部から記録されていたが(Yoshiyuki l989) ,今回の調査により中国地方で初めて確認
された．

フジホオヒゲコウモリについて，前田（1996）はヒメホオヒゲコウモリMyo"sﾉﾙ01""""i Ognev,
1912の同物異名としているが，著者の一人吉行は調べた限り，両者は別種と確信している

察考
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(Yoshiyuki l989) .

クロホオヒゲコウモリは1971年に新種記載された種であり(Yoshiyuki l971) ,これまでに中
国地方を除く本州および四国から記録されていたが（前田2001)，今回の調査により中国地方で
初めて確認された．
フジホオヒゲコウモリは芸北町臥竜山で確認され，クロホオヒゲコウモリは約25 km離れた吉和

村広高山山麓で確認された 臥竜山ではクロホオヒゲコウモリは確認されず，逆に広高山ではフ
ジホオヒゲコウモリが確認されなかった．西中国山地においては両種は山系によりすみ分けてい
ると推測される．一方，前田(2001)によれば，ヒメホオヒゲコウモリは夏緑広葉樹林帯の標高
の高いところで採集され，クロホオヒゲコウモリはそれよりも標高の低いところで採集されるこ
とが多く，両種は隠れ家や餌をめぐって競合し，標高によりすみ分けていると考えている．
モリアブラコウモリは1959年に新種記載された種であり(Imaizumi l959) ,これまでに中国地

方を除く本州，および四国から記録されていた．芸北町自然学術調査により, 1992年に中国地方
で初めて確認され，今回の調査でも再確認された．
臥竜山においては標高1,000m以上の地点ではモリアブラコウモリが確認されるが，フジホオ

ヒゲコウモリは確認されなかった．逆に標高850 mの地点ではフジホオヒゲコウモリが確認され
るが，モリアブラコウモリは確認されなかった．臥竜山では標高の高いところにはモリアブラコ
ウモリが，標高の低いところにはフジホオヒゲコウモリが生息し，標高によりすみ分けているよ
うである．
臥竜山の標高1 ,130mの地点で200 1年8月15日に採集したメス成獣は妊娠しており，モリアブ

ラコウモリとしては遅い妊娠の記録であると思われる．

臥竜山において1999年8月17日に記録されたヒナコウモリは広島県内において，ブナ帯からは
初めて記録されたものである．それまでの本種の広島県内の記録は，1993年12月と1998年1月に
いずれも佐伯郡宮島町の照葉樹林帯において冬季に確認されたものである（広島哺乳類談話会
2000)．臥竜山ではメス成獣が夏季に採集され,繁殖の可能性があるので今後の調査が期待される
ニホンコテングコウモリは臥竜山において標高850 mおよび1,180mの地点でも確認され，広高

山でも標高850 mおよび1,100mの地点でも確認された．本種は地上1m以下の低い位置で捕獲さ
れることが多く，採食もそのような場所で行っていると考えられる．これに対してモリアブラコ
ウモリ，フジホオヒゲコウモリ，クロホオヒゲコウモリなどは地上2m以上の高い位置で捕獲さ
れることが多く，採食もニホンコテングコウモリより高い位置で行っていると考えられる．した
がって，ニホンコテングコウモリと他の3種のコウモリは同一地点で採食空間を違えることに
よって共存していると思われる．

本調査を行うにあたり，鹿児島国際大学の船越公威教授，観音高等学校の内藤順一先生，修道
学園の寺山美穂子先生，広島県衛生研究所の島津幸枝氏，株式会社マツダの森口龍人氏，広島市
水道局の田邊学氏，木坂哲也氏，村田耕一郎氏の方々には調査等にご協力いただいた．また，
調査に際して環境省から学術捕獲許可証（平成13年度419号）の交付の便宜をはかっていただい

辞謝
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た山陽四国地区自然保護事務所高知支所の諸氏にこの場を借りて厚くお礼申し上げる．

西中国山地の樹洞性コウモリ相を解明する目的で，広島県山県郡芸北町臥竜山および佐伯郡
吉和村広高山においてカスミ網による捕獲調査を実施した．
中国地方ではじめて臥竜山においてフジホオヒゲコウモリを，広高山においてクロホオヒゲ
コウモリを確認した．
臥竜山において広島県内のブナ帯で初めてヒナコウモリを確認した．
臥竜山においては標高の高い地点にはモリアブラコウモリが生息し，標高の低い地点にはフ
ジホオヒゲコウモリが生息し，両種は標高によりすみ分けていることが示唆された．
臥竜山にはフジホオヒゲコウモリが生息し，広高山にはクロホオヒゲコウモリが生息し，両
種は山系によりすみ分けていることが示唆された．

春山省吾・佐藤月二・白附憲之1959 三段峡・八I幡高原の哺乳類三段峡と八幡高原総合学術調査研究
報告302-306広島県教育委員会

広島哺乳類談話会200O 広島県の哺乳類 169pp 中国新聞社
Imaizulni. Y. 1954  Taxonomic studies on Japanese Myo"s with descriptions of three new forms  (Mammalia

: Chiroptel･a)  Bull. Nat. Sci MIIs. Tokyo, n s. 1 ; 40-58
1maizumi Y 1959  A new bats of the  "P"is#彫"〃s """"Is''  group from Japan Bull Nat・Sci Mus '1,okyo,

45：363-371

前田喜四雄 1994日本の哺乳類 195pp 東海大学出版会
前田喜四雄1996a日本産翼種目（コウモリ類）の分類レビューと解説哺乳類科学 36 : 1-23
前田喜四雄 1996b 樹洞性コウモリ 日本動物大百科･哺乳類1  48-50 平凡社
前田喜四雄 2001日本コウモリ研究誌一翼手類の自然史203pp 東京大学出版会
向山 満 1990 森林棲コウモリを探して 採集と飼育 52：11477-480日本科学者協会
上野吉雄・足利和英・保井浩・桑原一司1 996 広島県芸北町の哺乳類高原の自然史 1 : 395-441

芸北町教育委員会

Yoshiyuki, M. 1971  A new bat of the Leuconoe gl･oup in the GenusA⑳0"s fl･om Honshu Japan Bull Nat. Sci.
Mus l4 : 305-310

Yoshiyuki, M 1989  A Systematic Study of the Japanese Chiroptera. National Science Museum, Tokyo, 242pp
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図 版 1

A :フジホオヒゲコウモリの捕獲地点

B :フジホオヒゲコウモリの生息環境

C:フジホオヒゲコウモリ（メス成獣）

D:フジホオヒゲコウモリ（メス成獣）
E:クロホオヒゲコウモリ（オス幼獣）
F:クロホオヒゲコウモリ（オス幼獣）

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山
佐伯郡吉和村広高山

佐伯郡吉和村広高山

200 1年8月

200 1年8月

200 1年8月

200 1年8月

200 1年8月

2001年8月
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図 版 2
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A :クロホオヒゲコウモリの捕獲地点

B:クロホオヒゲコウモリの生息環境
C:モリアブラコウモリの捕獲地点

D:モリアブラコウモリ（オス成獣）

E:モリアブラコウモリ（オス成獣）
F:モリアブラコウモリ（メス成獣）

佐伯郡吉和村広高山

佐伯郡吉和村広高山

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

200 1年8月

2001年8月

200 1年8月

200 1年7月28日

200 1年7月28日

2001年8月15日
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図 版 3

ヒナコウモリの捕狸地点

ヒナコウモリ（メス成獣）

ヒナコウモリ（メス成獣）
コテングコウモリ（メス成獣）

コテングコウモリ（オス幼獣）

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

佐伯郡吉和村広高山

1 999年8月16日

1 999年8月16日
1999年8月16日

2001年7月22日

200 1年8月1日
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図 版 3
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